
 

 

 
 

［（図表3）1992年度以降の単年度収支と準備金残高の推移］ 

 

 

 

（3）協会けんぽ（2008年度以降）の財政状況 

ⅰ）2008年度から2011年度にかけての財政状況 

前述のとおり、単年度収支が赤字に転じて準備金を取り崩しながら運営するという厳しい状

況の中で、2008年10月に協会は設立されました。 

リーマンショックを契機に急速に落込んだ景気の影響を受けて、設立直後から賃金（標準報

酬月額）の下落が始まり、その傾向は2011年度まで続きました。特に2009年度は影響が大きく、

賃金の伸びがマイナス1.8％まで落ち込んだことで保険料収入は大幅に減少しました。一方で、

支出面においても、2009年10月から2010年1月にかけて新型インフルエンザが流行する等、医療

費も増大し、協会の財政状況は一層厳しいものとなりました。 
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［（図表4）賃金（平均標準報酬月額）の推移とリーマンショックの影響］ 

 

 

（平均保険料率は2010年度からの3年間で1.8％ポイント引上げ） 

 

2010年度の保険料率 

2009年12月25日時点における収支の見込みでは、2009年度末の準備金残高が4,500億円の赤

字になると見込まれたことを受け、この赤字解消等へ対応するために大幅な保険料率の引上げ

が必要な状況にありました。単年度での収支均衡が義務付けられたルールの下、何らかの制度

改正等がなければ1.7％ポイントもの引上げが起こり得る状況でした（図表7参照）。 

このような中、協会の逼迫した財政状況に鑑み、図表5のとおり財政健全化の特例措置を講ず

る制度改正が行われることになりました（関連法案は2010年5月に成立）。この措置により、当

初見込まれた引上げ幅は0.56％ポイント抑えられることになりましたが、それでも2010年度の

平均保険料率は8.20％から9.34％へ引き上げることになり、その引上げ幅は1.14％ポイントと

過去に例を見ないものになりました。 

 

2011年度の保険料率 

赤字財政構造が依然として解消されていない中で、特例措置に基づいて準備金赤字額を計画

的に解消（2011年度は600億円解消）することに加え、高齢者医療への拠出金負担が1,500億円

の増加となることへの対応が必要となりました。この結果、保険料率は2年連続の引上げとな

り、9.50％（0.16％ポイントの引上げ）となりました。 
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この2年連続の保険料率の引上げにより、2010年度及び2011年度の決算はいずれも単年度収

支差が黒字となり、2011年度には準備金残高も黒字に転じました。特例措置では、2012年度ま

での3年間で準備金赤字を解消することとされていましたが、結果として1年前倒しでの解消と

なりました。 

 

2012年度の保険料率 

準備金赤字が前倒しで解消されたにもかかわらず、3年連続で保険料率の引上げを行わざる

を得ませんでした。最も大きな要因は、高齢者医療への拠出金が前年度を更に上回る増加

（3,000億円）となることによるものであり、その影響は保険料率に換算すると0.4％にも及び

ました。この時に必要な保険料率の引上げ幅は0.50％ポイントでしたので、引上げ要因の大半

は拠出金の負担増加によるものと言える状況でした。 

この結果、高齢者医療への拠出金が協会の支出全体に占める割合は4割に達するとともに、平

均保険料率は3年連続の引上げとなり、ついに10.00％に至りました。 

 

［（図表5）協会の財政健全化の特例措置（2010～2012年度）］ 

○ 協会の国庫補助率を、暫定的に引き下げられた率（13％）から健康保険法本則上の補助率

（16.4％）へ戻す（2010年7月～） 

○ 後期高齢者医療制度への支援金の被用者保険間の按分方法は、その3分の1について加入者割で

はなく保険者の財政力に応じた負担（総報酬割）とする（2010年7月～） 

○ 2009年度末の準備金赤字額を3年間（2010～2012年度）で解消する 

 

［（図表6）高齢者医療等への拠出金等の推移（2009～2012年度）］ 

 
※ 棒グラフの上の計数については各年度の拠出金等の総額であり、病床転換支援金等も含まれていることから（ ）内の計数の

合計とは必ずしも一致しません（詳細については、63頁の図表4-15を参照してください）。 
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［（図表7）平均保険料率の決定時に見込まれた主な増減要因（2010～2012年度）］ 

 

＜保険料率の推移＞ 
＜2009.12見込み＞ 

 

特例措置（図表5）の適用後 

 2009年度 2010年度 2010年度 2011年度 2012年度 

平均保険料率 
（引上幅） 

8.20% 

（―） 

9.90% 

（＋1.70） 

9.34% 

（＋1.14） 

9.50% 

（＋0.16） 

10.00% 

（＋0.50） 

＜主な要因＞ 

収入に関する事項 

賃金の減少  (+0.4) 

 

 

 

前年度からの準備金戻入

の減少 [1,500→0億円] 

 （+0.2） 

 

賃金の減少    (+0.4) 

国 庫 補 助 率 の 増 加  

(補助率：13→16.4%) 

(▲0.2) 

前年度からの準備金戻入

の減少 [同左] 

（+0.2） 

 

同左＜満年度化＞ 
(9ヵ月→12ヵ月) 

(▲0.1） 

 

 

 

 

前年度からの準備金戻

入 [0→300億円] 

     (▲0.0) 

支出に関する事項 

医療費の増加  (+0.4) 

 

 

 

医療費の増加  (+0.4) 

 

 

 

医療費の増加(+0.2) 

 

拠出金の増加 

[1,500億円]    (+0.2) 

医療費の増加(+0.2) 

 

拠出金の増加 

[3,000億円]      (+0.4) 

その他 

必要な累積赤字解消額 

[4,500億円]     (+0.7) 
 

 

 

累積赤字解消額の減少 

[4,500→1,500億円] (+0.2) 

累積赤字解消額の減少 

[1,500→600億円(▲0.1) 

累積赤字解消額の減少 

[600→0億円]  (▲0.1) 

 

※ 増減要因の記載に当たっては便宜的な表現をしている。具体的には「賃金」は標準報酬月額、「医療費」は保険給付費、「赤字」は

準備金残高の赤字を示している。 

※ 端数整理の関係で計数が一致しないことがある。 

 

 

注1）特例措置のうち拠出金負担を加入者割から一部総報酬割に変更した場合、当該部分は国庫補助の対象外となる。この影響は

財政上ほぼ中立であることから、保険料率の増減において直接的な要因にはならない。 

 

注2）2011年度の保険料率の決定時点においては、前年度収支が当初見込みから改善することで必要な赤字返済額が減少するため、

保険料率を引き下げる方向に影響した。 

2012年度の保険料率の決定時においても同様に、3年で解消予定であった準備金赤字が2年で解消することにより、必要な赤

字返済はゼロとなり、また積み上がる準備金を取崩すことで保険料率を引き下げる方向に影響した。 

 

 

ⅱ）2012年度から2014年度にかけての財政状況 

2012年度の平均保険料率が10％に達したことで、これ以上の保険料率の引上げは加入者や事

業主の方々の負担の限界であると考えていました。中長期的に安定した財政運営を実現するた

め、2012年度以降は国庫補助率のアップや高齢者医療制度の抜本的な見直し等、財政基盤強化

のための取組を進めました。 

 

 

 
保険料率の引上げに影響した主な要因（前年度対比、予算ベース） 

【再掲】＜新型インフルエンザの影響＞ 
     [700 億円]   （＋0.1） 
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（2013年度以降の平均保険料率は10％を維持することが可能に） 

2012年度における財政基盤強化のための取組 

2012年度は特例措置の対象である3ヵ年の最終年度にあたる大変重要な節目の年でした。こ

の年、協会は年末に予定される2013年度政府予算の予算編成に向けて、中小企業の保険料負担

の軽減についてその重要性を理解していただき、政策に結び付けていただくよう、政府をはじ

めとする関係者への働きかけをより一層進めました。加入者の切実な声を集めた署名数は320

万筆にも及び、この声を結集する形で全国大会を開催したほか、国会議員への要請は延べ400名

を超えました（図表8参照）。このような取組の結果、2013年1月に決定した2013年度政府予算案

では、これまでの特例措置を2年間延長すること等が決定されました。 

 

［（図表8）2012年の全国大会や請願の様子］ 

   

 

［（図表9）協会の財政健全化の特例措置（2013～2014年度）］ 

○ 協会の国庫補助率について、その割合を13％から16.4％とする特例措置を2年間延長する 

○ 後期高齢者支援金の被用者保険間の按分方法について、その3分の1を総報酬に応じた負担

とする特例措置を2年間延長する 

○ 協会の準備金について、2013年度及び2014年度に限り、積み立てることを要しないことと

する 

○ 協会の都道府県単位保険料率について、2018年3月末までに講じる激変緩和措置を2020年3

月末まで延長する 

 

2013年度及び2014年度の保険料率 

保険料率の決定に際しては、延長された特例措置（図表9参照）の中で新たに準備金の取崩し

が可能となったことから、この2ヵ年については単年度の収支を赤字とした上で、同額を準備金

から取り崩すことで平均保険料率を10.00％に据え置くことを決定しました。また、都道府県単

位の保険料率についても、算定に必要となる激変緩和率が2012年度と同率の10分の2.5とする

告示がされたことで平均保険料率と同様に据え置くことが可能となり、協会の設立以降、毎年

保険料率を引き上げてきた流れをようやく止めることができました。 

 

2014年度における財政基盤強化のための取組 

2014年度は、2年間延長された特例措置の期限が到来することや、医療保険制度改革のための

法案が2015年通常国会への提出を目指すとされていたことから、2012年度に続き協会の財政に

おいて再び重要な節目の年となりました。 
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協会としては、2015年度以降の財政措置については従来の暫定措置を単純に延長させるので

はなく、恒久的な措置として対応を求めることで中長期的に安定した財政運営の実現を目指す

という方針のもと、財政基盤の強化に向けた取組を進めました。47都道府県の全てで開催した

支部大会の参加者は延べ1万3千人を超え、全国大会は前回開催（2012年）を上回る約700人が参

加する等、協会への国庫補助率引上げや高齢者医療制度の抜本的な見直しを求める声はこれま

で以上に大きなものとなりました（図表10参照）。一方、協会がこのような取組を進める中、財

務省の審議会（財政制度等審議会の財政制度分科会）では協会の国庫補助率を段階的に引き下

げる（16.4％→13％）という案が示される等、国の財政状況が厳しい中、年末の政府予算編成

に向けて協会の要望実現は厳しい局面を迎えていました。 

2015年1月、2015年度政府予算案の決定に先駆けて開催された政府の社会保障制度改革推進

本部において「医療保険制度改革骨子」が決定されました。協会については、2014年12月に日

本商工会議所等の中小企業関係5団体による声明文を公表する等、決定直前まで要望の実現に

向けた取組を進めたこともあって、決定された改革骨子では協会の要望が完全には実現しなか

ったものの、協会への国庫補助率はそれまでの16.4％が維持され、かつ期限の定めのない恒久

的な措置となる等、協会の財政基盤の当面の安定化が図られる内容となりました（図表11参照）。 

 

［（図表10）2014年の全国大会や請願の様子］ 

   

 

［（図表11）医療保険制度改革のうち協会財政に関係する事項（要旨）］ 

※ 医療保険制度改革法（持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律）は2015年5月に成

立しました。 

 

１．協会けんぽの国庫補助率の安定化と財政特例措置 

○ 協会の国庫補助率を当分の間16.4％と定め、その安定化を図る。ただし、準備金残高が法定準

備金を超えて積み上がる場合に、新たな超過分の国庫補助相当額（16.4％）を翌年度減額する

特例措置を講じる。 
※ 国庫補助の見直し 

協会が今後保険料率を引き上げる場合は、他の健保組合の医療費や保険料率の動向等を踏まえて国庫

補助率について検討し、必要があれば措置を講じる 

２．高齢者医療における後期高齢者支援金の全面総報酬割の導入 

○ 後期高齢者支援金の被用者保険間の按分方法について、より負担能力に応じた負担とする観点

から、総報酬割部分を2015年度に3分の1、2016（平成28）年度に3分の2に引き上げ、2017（平

成29）年度から全面総報酬割を実施する。 

- 299 -



 

 

 
 

2015年度の保険料率 

2015年度の保険料率の決定に際しては、これらの制度改正を踏まえた政府予算案をもとに算

出した均衡保険料率は9.74％となるものの、財政の赤字構造が解消されていないことに加え、

高齢者医療への拠出金や医療費の伸び率、労働人口が減少している中で近年の協会の加入者だ

けは増加していること（図表12参照）等、慎重に見極めるべき要素が多いことから平均保険料

率については10％に維持することを決定しました。 

 

［（図表12）75歳未満の制度別加入者数及び75歳未満人口の推移］ 

 

 
※1 協会けんぽ（日雇特例被保険者及びその被扶養者は含まない）、国保、組合健保及びその他の被用者は年度末現在の加入者

数、75歳未満人口は翌年度4月1日現在の人口（総務省統計局「人口推計」の総人口）を表す。 

※2 その他の被用者は船員保険及び共済組合の合計である。ただし、2024年度の共済組合は厚生労働省「医療保険医療費データ

ベース」による推計値を計上している。 

 

ⅲ）2015年度から2016（平成28）年度にかけての財政状況 

（2016年度保険料率決定に際し、初めて平均保険料率の引下げが議論の俎上に載る） 

2015年度は高額な薬剤が新たに保険医薬品として収載されたこと等の影響を受けて、1人当

たり医療給付費が協会発足以来最も高い伸びとなったものの、リーマンショック後の景気が回

復基調にあることによる賃金水準の上昇や、後期高齢者医療制度の総報酬割の拡大、退職者医

療制度の新規適用の終了に伴う拠出金の減少等、制度改正の影響による支出の抑制が重なった

結果、単年度収支は黒字を確保し、2016年度末には法定準備金の2.6ヶ月分を確保できる状況と

なりました。 

このような財政状況を受けて、2016年度の保険料率の議論においては、協会設立以来初めて、

（万人） （万人） 
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引下げが議論の俎上に載ることとなりました。 

 

2016年度の保険料率 

準備金の保有状況や今後の収支見通しを踏まえて、協会設立以来、初めて平均保険料率の引

下げが運営委員会や評議会で議論の俎上に載ることとなりました。 

支部評議会においては、平均保険料率の10％維持と引下げの両方の意見がある評議会が全体

の6割を占め、運営委員会においても、各委員から保険料率を維持する方向と引き下げる方向の

複数の意見が並立した状況が続きました。 

このような議論の過程において、運営委員からオブザーバーとして出席している厚生労働省

に対して「協会の財政運営における単年度収支均衡の考え方」について問われ、以下のような

考え方が厚生労働省から示されました。 

 

<単年度収支均衡の考え方について（2015年11月25日の運営委員会における厚生労働省の発言要旨）> 

○ いわゆる単年度財政については、健康保険法の第160条第3項で、都道府県単位保険料率を

毎事業年度において財政の均衡を保つことができるよう算定することが定められている

が、一方で第5項では、協会は2年ごとに5年間の収支見通しを作成し、公表するということ

が定められている。 

○ 政管健保時代は、黒字基調を前提として5年間の中期財政運営というのが定まっていたが、

その後状況は大きく変わり、医療費の伸びが賃金の伸びを上回る赤字基調となった。そこ

で協会けんぽになったときに、赤字の場合に速やかに対応できるよう、このような規定に

修正されたものである。 

○ したがって、赤字基調の中では機動的、弾力的に対応できるよう単年度収支（均衡）とす

る一方、今後5年間の状況についてもきちんと見た上で考えるということである。これは、

赤字であってはいけないということであって、黒字であるから保険料率を引き下げなけれ

ばならないということまで、この規定で言っているとは理解していない。 

 

その後、2016年度の平均保険料率に関して、維持と引下げの両論が併記された運営委員会と

しての意見書が、理事長に対して提出されました。 

意見書の提出を受けて理事長からは、運営委員会において複数の意見が並立する中で、協会

として非常に苦しい決断であるとの思いとともに、①長期的に安定的な財政運営が見通せると

ともに加入者や事業主等にその理由をご理解いただける都道府県単位保険料率とすること、②

可能な限り長期にわたって負担の限界である10％を超えないようにする必要があることから、

平均保険料率10％を維持したいとの考えを述べました。運営委員会からは、理事長の判断を尊

重する立場をとることが表明され、最終的に平均保険料率を10％に維持することを決定しまし

た。 

 

2017年度の保険料率 

前年度に続き、準備金の保有状況や今後の収支見通しを踏まえて、平均保険料率の引下げが

運営委員会や評議会で議論の俎上に載ることとなりました。 

支部評議会においては、「10％を維持するべき」が14支部、「引き下げるべき」が14支部、両
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論併記が19支部となりました。また、運営委員会においても同様に、各委員から保険料率を維

持する方向と引き下げる方向の異なる複数の意見が並立した状況が続き、維持と引下げの両論

が併記された意見の取りまとめがなされました。 

これを受け、理事長から、前年度に引き続き複数の意見が並立する中で苦渋の決断を下さな

ければならないとの思いとともに、前年と同様、①長期的に安定的な財政運営が見通せるとと

もに、加入者や事業主の方々、ひいては国民にとって十分に理解いただける保険料率とするこ

と、②可能な限り長期に渡って、負担の限界である10％を超えないようにする必要があること

から、平均保険料率を10％に維持したいとの考えを示し、最終的に平均保険料率を10％に維持

することを決定しました。 

 

ⅳ）2017年度から2019（令和元）年度にかけての財政状況 

（2018（平成30）年度保険料率の議論に際し、協会が「中長期的な視点で財政運営を考えてい

く」という基本的な考え方を示す） 

2017～2019年度にかけては、日本年金機構の適用促進やパートの適用拡大、2019年4月の大規

模健康保険組合の解散の影響による被保険者数の増加により保険料収入が増加し、単年度収支

は4,000億円～5,000億円台の黒字が続き、2019年度末には3兆円を超える準備金を保有できる

状況となりました。 

保険料率の議論においては、2016年度保険料率に係る議論以降、毎年、10％維持と引下げの

意見が並立する状況が続いていましたが、2018年度保険料率の議論に際し、協会が「中長期的

な財政運営を考えていく」という基本的な考え方を示したことにより、その後の運営委員会や

支部評議会の議論の流れに変化が生じることとなりました。 

 

2018年度の保険料率 

準備金の保有状況や今後の収支見通しを踏まえて、改めて平均保険料率の引下げが議論の俎

上に載ることとなりました。支部評議会においては、「10％を維持するべき」が14支部、「引き

下げるべき」が14支部、両論併記が19支部となり、意見が2つに分かれる傾向は前年同様となり

ました。運営委員会においても平均保険料率の維持と引下げの意見が並立しました。 

このような状況の中で、理事長から、①従来から平均保険料率10％が負担の限界であると訴

えてきており、中長期で見て、できる限りこの負担の限界水準を超えないようにすることを基

本として考えていく必要があること、②協会は、被用者保険のセーフティネットとしての役割

が求められており、それを支えるために、厳しい国家財政の中でも多額の国庫補助が投入され

ていることも踏まえれば、加入者や事業主の皆様はもちろんのこと、広く国民にとって十分に

ご理解いただける保険料率とする必要があることから、前年度と同様に平均保険料率10％を維

持したいとの考えを示しました。また、2018年度も含めて、今後の保険料率の議論のあり方に

ついて、「保険料率をどれほどのタイムスパン、時間の幅で考えるかは保険者としての裁量の問

題、選択の問題ではあるが、やはり中期、5年ないし2025年問題と言われている以上、その辺り

まで十分に視野に入れなければならないと考えている。中長期で考えるという我々の立ち位置

を明確にしたい。」との基本的考え方を示して議論を終え、最終的に平均保険料率を10％に維持
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することを決定しました。 

 

2019年度の保険料率 

2018年9月の運営委員会において、準備金の保有状況や今後の収支見通しを踏まえ、理事長か

ら「基本的には中長期的な視点で保険料率を考えていく」と発言し、各支部の評議会にも丁寧

に説明するとともに、状況に大きな変化がなければ10％維持を前提に考えていくことを示しま

した。 

支部評議会においては、「10％を維持するべき」が18支部、「引き下げるべき」が6支部、両論

併記が13支部でした。これまでの支部評議会の意見は、「10％を維持するべき」又は「引き下げ

るべき」という2つの意見が拮抗する傾向がありましたが、2019年度保険料率の議論において

は、「10％を維持するべき」という意見が増加する一方、「引き下げるべき」という意見が大幅

に減少したことが特徴的でした。 

運営委員会においても、平均保険料率の引下げの意見もありましたが、平均保険料率10％を

維持すべきという意見が大部分を占めました。なお、これらの意見の中には、「現在は、保険者

機能の強化や、健康増進のための取組を進めるチャンスでもある。引き続きその方向で議論を

お願いしたい」、「将来、保険料率を下げるとすれば、予防的なことや、薬の正しい使い方の啓

発等を推進していくという保険者機能の強化が必要」等、できる限り平均保険料率10％を超え

ないように、平均保険料率を維持している中において、将来の医療費の抑制に向け、現時点か

ら協会の保険者機能の一層の強化を図るべきという意見もありました。 

運営委員会におけるこれらの意見も踏まえて、理事長からは前年度と同様に平均保険料率を

10％に維持する方針を示し、最終的に平均保険料率を10％に維持することを決定しました。 

 

2020年度の保険料率 

財政構造に大きな変化がない中で、中長期的な視点を踏まえつつ、2020年度及びそれ以降の

保険料率の水準をどのように考えるかを論点として、5年収支見通し等を踏まえて運営委員会

や支部評議会で議論が開始されました。また、2009年9月以降講じてきた激変緩和措置につい

て、解消期限（2020年3月31日）どおりに終了することの是非や、インセンティブ制度の開始に

より、支部ごとの評価に応じた報奨金を付与し、2020年度の保険料率へ反映させること等につ

いても併せて議論されました。 

支部評議会の議論では、平均保険料率について「10％を維持するべき」という意見の支部は

21支部でした。一方、「引き下げるべき」という意見は2支部となり、前年度に続き、「10％を維

持するべき」という意見が増加する一方、「引き下げるべき」という意見が減少する結果となり

ました。また、「10％維持と引下げの両方」の意見がある評議会は7支部でした。 

これらの評議会の意見は運営委員会に報告され、委員からは平均保険料の引下げの意見もあ

ったものの、平均保険料率10％を維持すべきという意見が大部分を占めました。 

また、激変緩和措置については、激変緩和の解消期限どおりに終了し、2020年度は措置を講

じないことに、インセンティブ制度の導入については予定どおり実施することに、それぞれ異

論はありませんでした。 
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こうした議論を踏まえ、保険料率については平均保険料率を10％に維持することが決定され、

激変緩和措置の終了やインセンティブ制度の導入については、予定どおり実施することとなり

ました。 

 

ⅴ）2020年度から2021（令和3）年度にかけての財政状況 

（協会の財政構造に大きな変化がない中で、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により経

済状況等の先行きが極めて不透明な状況に） 

2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響による加入者の医療機関への受診行動等の変

化の影響等によって医療費が減少し、単年度黒字は協会発足以来最高の6,183億円となりまし

たが、翌年の2021年度は、その反動等により医療費が増加し単年度黒字は半減する等、収支が

大きく変動しました。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、経済状況等の先行きが

極めて不透明な状況となり、協会の収支の見通しについても予断を許さない状況でした。 

 

2021年度の保険料率 

2020年2月から国内で新型コロナウイルスの感染が顕在化し、その後の感染拡大により経済

情勢が悪化する中、協会の収支の見通しについても予断を許さない状況となりました。 

そのため、5年収支見通しは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を見込んだケースとして

2008年のリーマンショック後における協会の各種計数の伸び率の推移等を参考にして試算し

ました。この5年収支見通しを踏まえ、2021年度及びそれ以降の保険料率の水準をどのように考

えるかについて、運営委員会や支部評議会で議論が開始されました。 

2021年度の平均保険料率に係る支部評議会の意見を見ると、「10％を維持するべき」とする支

部が31支部、一方、「引き下げるべき」という意見は2支部となりました。「10％維持と引下げの

両方」の意見がある評議会は5支部でした。個別の意見としては、新型コロナウイルス感染症の

拡大の影響により、企業の業績が急激に悪化していることから、保険料の引下げや一時的な凍

結をすべきという意見がある一方で、コロナ禍の下、経済情勢の先行きが不透明な中では、保

険料率10％を維持し、中長期的な視野で考えていくべきという意見も多くありました。 

これらの評議会の意見は運営委員会に報告され、委員からは平均保険料の引下げの意見もあ

ったものの、「協会けんぽは被用者保険の最後の受け皿であり、制度の安定的な維持が最優先事

項である。新型コロナウイルスの終息の見通しが立たない中、景気の回復には時間がかかるこ

とが予想され、加入者からの保険料収入の減少が見込まれる等、この先数年は更に厳しい財政

状況に陥る可能性がある。総合的に考えると、現行の10％を維持することが適当。」といった趣

旨の意見が多く、結果的に平均保険料率10％を維持すべきという意見が大多数を占め、運営委

員会における意見を踏まえ、平均保険料率を10％に維持することを決定しました。 

 

2022年度の保険料率 

協会の財政構造に大きな変化がなく、また、新型コロナウイルス感染症の影響により先行き

が不透明である中で、運営委員会や支部評議会で議論が開始されました。 
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2022年度の平均保険料率に係る支部評議会の意見を見ると、「10%を維持するべき」とする支

部が31支部、一方、「引き下げるべき」という意見は前年度より増えたものの4支部となりまし

た。「10％維持と引下げの両方」の意見がある評議会は10支部でした。個別の意見としては、「新

型コロナウイルス感染症が流行して1年半以上経過しているが、中小企業の経営はコロナ禍に

よる経済状況の悪化で逼迫しており、準備金が積み上がっている現状においては保険料率を引

き下げるべき」という意見がある一方で、「今後、団塊の世代が後期高齢者となり支援金の増加

が見込まれ、依然コロナ禍で先行きが不透明な中では、保険料率10％を維持し、中長期的な視

野で考えていくべき」という意見も多くありました。 

これらの評議会の意見は運営委員会に報告され、委員からは、「協会けんぽの財政状況は赤字

構造が続き、今後新型コロナウイルス感染症の再拡大等がないとは言えず、将来的にも不安定

な状況が続くことが見込まれる。これらを踏まえると、制度の安定的な運営のために、今は平

均保険料率10％を維持することが重要である。」といった平均保険料率を10％に維持すべきと

いう趣旨の意見が大部分を占め、運営委員会における意見を踏まえ、平均保険料率を10％に維

持することを決定しました。 

 

ⅵ）2022年度から2024（令和6）年度の財政状況 

（協会の財政運営の方針について、「できる限り長く、現在の平均保険料率10％を超えないよ

う、引き続き、中長期的に安定した財政運営を目指すことを基本スタンスとして維持していく」

ことをあらためて示す） 

2022～2024年度は、賃上げ等により保険料収入が増加したことに加え、後期高齢者支援金に

多額の精算（戻り分）が生じたことや2024年度においては新型コロナの臨時的特例廃止等の特

殊要因で医療費の伸びが見かけ上抑えられたこと等、一時的な特殊事情等により支出の伸びが

抑えられたことも影響し、単年度収支は4,000億円から6,000億円台の黒字となり、2024年度末

には5.8兆円を超える準備金を保有できる状況となりました。 

保険料率の議論に関しては、2022年9月の運営委員会において、協会として「協会けんぽの財

政について中長期的に考えていきたい」という基本的なスタンスを変えていないことを示し、

2024年12月にもあらためて「できる限り長く、現在の平均保険料率10％を超えないよう、引き

続き、中長期的に安定した財政運営を目指すことを基本スタンスとして維持したい。」というこ

とを示しました。 

 

2023（令和5）年度の保険料率 

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響や世界情勢の悪化によって経済状況が不透明であ

る中で、準備金の保有状況や今後の収支見通し及び直近の経済動向を踏まえて、平均保険料率

を維持すべきか引き下げるべきかが議論の俎上に載ることとなりました。 

なお、9月14日に開催した第118回全国健康保険協会運営委員会では、委員から、2017年12月

の運営委員会において理事長が「平均保険料率について中長期で考える」と発言したことに対

する現状認識を問う発言があったことを受けて、「基本的には中長期的な視点で保険料率を考

えていくスタンスを変えていない」という考えを改めて示しました。 
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それを踏まえた2023年度の平均保険料率に係る支部評議会の意見を見ると、「10％を維持す

るべき」という意見が39支部である一方、「引き下げるべき」という意見は1支部となりました。

「10％維持と引下げの両方」の意見がある評議会は7支部でした。個別の意見としては、「物価

高や円安等の想定できない事態が重なり、中小企業の経営状況は厳しい。準備金の保有状況等

を踏まえ、限定的に10％を下回る水準としてもよいのではないか。」という意見がある一方で、

「5年収支見通し、後期高齢者支援金の負担増等を考慮すると、平均保険料率10％維持はやむを

得ないと考える。」という意見も多くありました。 

これら評議会の意見は運営委員会に報告され、委員からは、「中小企業と従業員の厳しい経済

状況を踏まえた上で、本来は少しでも保険料率を引き下げていただきたいが、現実として国庫

補助率の引上げが難しいということであれば、平均保険料率を安易に引き上げるのではなく、

できる限り現在の平均保険料率10％を維持することをお願いしたい。」といった10％維持を妥

当とする趣旨の意見が大部分を占めました。併せて、「今後も可能な限り平均保険料率10％を超

えないよう、加入者の健康増進に資する取組をお願いしたい。」等、保健事業の推進に関する発

言もありました。また、2021年度決算時点において保険給付費等の5.2ヶ月分となった準備金の

水準について、「準備金残高が積み上がっていることについては、医療保険を運営していくため

に安定的な財政基盤を確保する必要性は理解できる。しかし、上限をどう考えるかについては

意見が出ているところであり、準備金のあり方についての検討も行っていただきたい。」との発

言もありました。 

こうして2023年度平均保険料率についての議論を終え、運営委員会の意見を踏まえ、平均保

険料率を10％に維持することを決定しました。 

 

2024年度の保険料率 

協会の財政構造に大きな変化がない中で、今後の5年収支見通しのほか、人口構成の変化や医

療費の動向、後期高齢者支援金の増加等を考慮した中長期的な視点を踏まえつつ、2024年度及

びそれ以降の保険料率のあるべき水準について、どのように考えるかを論点として、運営委員

会や支部評議会で議論が開始されました。 

 2024年度の支部評議会の平均保険料率についての意見を見ると、「10％を維持するべき」とい

う意見が40支部である一方、「引き下げるべき」という意見は1支部となりました。「10％維持と

引下げの両方」の意見がある評議会は6支部でした。個別の意見としては、「従業員への賃上げ

による人件費の増大、燃料費や材料費の高騰等、負担が重く厳しい状況にあるため、準備金に

余裕があるのなら少しでも保険料率を引き下げていただきたい。」という意見がある一方で、

「準備金が積み上がっている状況であるが、医療費支出は伸びており、シミュレーションでも

数年後には収支差がマイナスになるため、保険料率10％を維持して将来に備えることが必要と

考える。」という意見もありました。 

運営委員会の議論では、委員からは、支部評議会の意見について「支部評議会で概ね平均保

険料率10％を維持するべきとの支部が多く、単年度均衡主義を超えて中長期的に考えることが

広まっていることに感銘を受けた。」といった意見があったほか、2024年度の保険料率に対して

は、「結論として、現行の10％を維持することはやむを得ないと思っている。支部評議会の意見
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についても昨年同様10％を維持すべきという意見が大半であった。ただ、積極的な賛成より、

料率維持もやむなしとの意見が多かったという認識である。」、「いくつかの支部で国庫補助率

の引上げを求める声があり、これはお願いしたい。」といった10％維持はやむを得ないが、でき

る限り長く平均保険料率10％を維持するための対策が必要との意見もありました。 

こうした運営委員会における議論を踏まえ、平均保険料率を10％に維持することを決定しま

した。 

 

2025年度の保険料率 

協会の財政構造に大きな変化がない中で、今後の収支見通しのほか、人口構成の変化や医療

費の動向、後期高齢者支援金の増加等を考慮した中長期的な視点を踏まえつつ、2025年度及び

それ以降の保険料率のあるべき水準について、どのように考えるかを論点として、運営委員会

や支部評議会で議論が開始されました。 

2025年度の支部評議会の平均保険料率についての意見を見ると、「10％を維持するべき」と

いう意見が36支部である一方、「引き下げるべき」という意見は1支部となりました。「10％維

持と引下げの両方」の意見がある評議会は10支部でした。個別の意見としては、「準備金が積

み上がる一方、物価高で苦労している現状では、保険料率引下げを期待する意見があることも

理解してほしい。」という切実な意見がある一方で、「平均保険料率10％を維持し、保健事業を

充実させることが健康寿命の延伸や重症化予防につながり、将来的には構造的な協会けんぽ財

政の安定につながるのではないか。」という意見もありました。 

運営委員会の議論では、「令和7年度保険料率について、医療の高度化や後期高齢者支援金の

増加等の予断を許さない状況を踏まえ、可能な限り保険料率10%を維持していただくよう要望

する。」という安定的な財政運営を求める意見がある一方で、「協会の令和5年度決算における

収入超過分は約4,600億円となっており、準備金も5.2兆円を突破している状況を踏まえ、保険

料率の引下げの検討をお願いする。」という意見もありました。また、支部評議会の意見にお

いて、平均保険料率10％維持が多数であるが、両論併記の支部は昨年度より増えていることを

踏まえて、「保険料率のあるべき水準について議論するためには、準備金残高について、不測

の事態に備えた短期的な給付の急増に備える準備金と中長期的な財政安定化のための準備金

を区別して表現する必要があると考える。」という意見や「国庫補助について、財政基盤を支

えるために法定上限である20％引上げに向けて取り組んでほしい。」等、準備金のあり方の整

理や国庫補助に係る国への働きかけを求める意見もありました。更に、「人間ドックの補助事

業は加入者の疾病を予防し、将来的な保険給付費の抑制につなげられる観点から多くの事業主、

被保険者に活用いただくことで一種の保険料の還元策になると思う。」といった保健事業の推

進を求める発言もありました。 

委員長は、ここまでの議論を踏まえて「引下げの検討を求める意見はあった。しかし、10％

以上の意見が大勢であったと判断する。これを踏まえて、運営委員会としては10％維持という

ことで取りまとめたい。」と発言し、各委員からも異論はなく、運営委員会としての意見が取

りまとめられました。 
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令
和

７
年

度
 

全
国

健
康

保
険

協
会

 

事
業

計
画

 

 
    

 
    

対
象

期
間

:
令

和
７

年
4

月
1

日
～

令
和

８
年

3
月

3
1

日
 

  

 
    １

．
事

業
計

画
（

健
康

保
険

事
業

関
係

）
に

つ
い

て
 

３
年

間
の

中
期

計
画

で
あ

る
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

と
単

年
度

の
計

画
で

あ
る

事
業

計
画

の
関

係
性

を
明

確
化

す
る

た
め

、
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

に
お

い
て

、
３

年
後

を
見

据
え

た
K
PI

を
定

め
、

事
業

計
画

に
お

い
て

は
、
そ

れ
を

単
年

度
の

進
捗

に
置

き
換

え
て

K
PI

を
設

定
す

る
こ

と
とす

る
。

そ
の

際
、
可

能
な

限
り、

施
策

ご
とに

定
量

的
な

成
果

指
標

を
設

定
す

る
。
 

そ
の

上
で

、
毎

年
度

作
成

す
る

事
業

報
告

書
に

お
い

て
は

、
毎

年
度

事
業

計
画

で
定

め
た

K
PI

の
達

成
状

況
を

検
証

す
る

こ
とと

し
、

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
の

最
終

年
度

（
３

年
目

）
に

お
い

て
は

、
当

該
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

の
期

間
全

体
の

検
証

を
行

う。
 

検
証

結
果

に
つ

い
て

は
、
厚

生
労

働
大

臣
に

よ
る

業
績

評
価

で
第

三
者

的
視

点
も

含
め

た

評
価

を
行

い
、
以

降
の

事
業

計
画

と
次

期
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

に
評

価
結

果
を

反
映

さ
せ

て
取

組

を
改

善
さ

せ
て

い
くこ

とに
よ

り
、
PD

C
A

サ
イ

ク
ル

を
推

進
し

て
い

く。
 

令
和

７
年

度
は

、
第

6
期

保
険

者
機

能
強

化
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

の
中

間
年

度
で

あ
り、

ま

た
、
６

年
間

の
計

画
で

あ
る

第
3

期
保

健
事

業
実

施
計

画
（

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

）
、

第
4

期
特

定
健

康
診

査
等

実
施

計
画

の
2

年
目

とな
る

年
度

で
も

あ
る

こ
とか

ら
、
各

K
PI

を
確

実
に

達
成

す
べ

く、
主

な
重

点
施

策
に

着
実

に
取

り組
む

。
 

 

２
．

令
和

７
年

度
の

協
会

け
ん

ぽ
運

営
の

基
本

方
針

 

医
療

保
険

制
度

を
含

む
日

本
の

社
会

保
障

制
度

全
体

は
、
少

子
高

齢
化

・人
口

減
少

、

D
X

、
国

際
化

と
い

う
変

化
を

迎
え

る
中

、
国

民
皆

保
険

の
持

続
可

能
性

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、
協

会
とし

て
も

、
加

入
者

の
利

便
性

向
上

や
業

務
効

率
化

の
観

点
か

ら
D

X
の

更
な

る
推

進
や

、
進

展
す

る
国

際
化

へ
の

対
応

を
進

め
て

い
く必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
少

子
高

齢
化

・人

口
減

少
が

進
む

中
、

協
会

と
し

て
、

加
入

者
が

引
き

続
き

良
質

な
医

療
を

受
け

続
け

ら
れ

る
よ

う
、
医

療
保

険
制

度
の

安
定

的
な

運
営

を
行

う
と
とも

に
、
医

療
提

供
体

制
等

の
医

療
・介

護

資
源

の
効

率
化

・適
正

化
や

加
入

者
の

健
康

増
進

を
図

る
使

命
を

果
た

す
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
そ

う
し

た
使

命
を

持
っ
た

協
会

を
支

え
る

職
員

の
働

き
方

改
革

を
進

め
て

い
くこ

と
は

「持

事
業

計
画

（
健

康
保

険
事

業
関

係
）
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続
可

能
な

開
発

目
標

（
S
D

G
ｓ

）
」の

理
念

に
合

致
す

る
も

の
で

あ
る

。
そ

う
し

た
協

会
を

取

り
巻

く環
境

に
も

目
を

向
け

つ
つ

、
以

下
の

よ
う
な

基
本

方
針

に
従

っ
て

取
組

を
着

実
に

進
め

て

い
く。

 

 

（
１

）
基

盤
的

保
険

者
機

能
の

盤
石

化
 

協
会

は
、

保
険

者
と
し

て
健

全
な

財
政

運
営

を
行

う
と
と
も

に
、

加
入

者
の

加
入

手
続

・資

格
管

理
や

、
医

療
費

及
び

現
金

給
付

の
審

査
・支

払
等

を
迅

速
か

つ
適

正
に

行
い

、
併

せ
て

、

不
正

受
給

対
策

な
ど
の

取
組

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り
、
協

会
や

医
療

保
険

制
度

に
対

す
る

信

頼
の

維
持

・向
上

を
図

る
とい

う
基

本
的

な
役

割
を

果
た

す
必

要
が

あ
る

。
 

こ
の

た
め

、
基

盤
的

保
険

者
機

能
の

盤
石

化
に

向
け

、
業

務
改

革
の

実
践

（
標

準
化

・効

率
化

・簡
素

化
の

徹
底

、
生

産
性

の
向

上
、
職

員
の

意
識

改
革

の
促

進
）

に
よ

る
、
加

入
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
や

医
療

費
の

適
正

化
の

促
進

、
D

X
（

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョン
）

の
推

進
・国

際
化

へ
の

対
応

に
よ

る
加

入
者

の
利

便
性

向
上

を
図

る
。
 

 

（
２

）
戦

略
的

保
険

者
機

能
の

一
層

の
発

揮
 

加
入

者
の

健
康

度
の

向
上

、
医

療
の

質
や

効
率

性
の

向
上

及
び

医
療

費
等

の
適

正
化

を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
戦

略
的

保
険

者
機

能
を

一
層

発
揮

す
る

こ
とが

必
要

で
あ

る
。
 

こ
の

た
め

、
医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

た
分

析
か

ら
優

先
課

題
を

把
握

し
、
そ

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
事

業
企

画
及

び
事

業
実

施
、
効

果
検

証
を

行
い

つ
つ

、
事

業
実

施
に

当
た

って
は

、
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
」を

活
用

し
た

事
業

展
開

が
重

要
で

あ
る

。
 

具
体

的
に

は
、

事
業

主
や

関
係

団
体

等
と
連

携
し

た
特

定
健

診
・特

定
保

健
指

導
、
コ

ラ

ボ
ヘ

ル
ス

な
ど
の

保
健

事
業

の
充

実
・強

化
に

取
り
組

む
と
と
も

に
、
若

年
期

か
ら

高
齢

期
ま

で

の
生

涯
を

通
じ

た
加

入
者

の
健

康
増

進
を

見
据

え
、

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く地
域

・職
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

ポ
ピ

ュ
レ

ー
シ

ョン
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
し

、
加

入
者

・事
業

主
の

ヘ
ル

ス
リテ

ラ
シ

ー
の

向
上

を
図

る
。
 

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
や

バ
イ

オ
シ

ミラ
ー

（
バ

イ
オ

後
続

品
）

の
使

用
促

進
な

ど
医

療
資

源

の
適

正
使

用
や

地
域

の
医

療
提

供
体

制
等

へ
の

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

意
見

発
信

な
ど
に

よ
り、

 
  

質
が

高
く効

率
的

で
無

駄
の

な
い

医
療

を
実

現
す

る
。
 

ま
た

、
協

会
が

保
険

者
機

能
を

更
に

強
化

し
、
発

揮
し

て
い

くた
め

に
は

、
加

入
者

・事
業

主

の
理

解
が

不
可

欠
で

あ
る

。
協

会
の

象
徴

的
位

置
づ

け
で

あ
っ
た

健
康

保
険

証
が

マ
イ

ナ
ン

バ

ー
カ

ー
ド

と
一

体
化

さ
れ

た
こ

と
な

ど
を

踏
ま

え
、

よ
り
一

層
「協

会
け

ん
ぽ

」の
認

知
度

向
上

や

S
D

G
ｓ

に
資

す
る

活
動

を
含

め
た

協
会

の
社

会
的

役
割

の
理

解
促

進
の

た
め

、
「広

報
計

画
」

の
策

定
を

通
じ

て
、
統

一
的

・計
画

的
な

広
報

を
実

施
す

る
。
 

 

（
３

）
保

険
者

機
能

の
強

化
を

支
え

る
組

織
・運

営
体

制
等

の
整

備
 

保
険

者
機

能
の

更
な

る
強

化
・発

揮
の

た
め

、
人

材
育

成
、
人

事
制

度
の

適
正

運
用

、
シ

ス
テ

ム
運

用
に

よ
る

業
務

効
率

化
等

を
踏

ま
え

た
人

員
の

最
適

配
分

、
働

き
方

改
革

の
推

進

等
を

通
じ

て
、

協
会

全
体

の
組

織
基

盤
の

整
備

・強
化

を
図

る
と
と
も

に
、

内
部

統
制

・リ
ス

ク

管
理

を
強

化
し

、
協

会
の

業
務

の
適

正
を

確
保

す
る

。
併

せ
て

、
シ

ス
テ

ム
の

安
定

稼
働

を
行

い
つ

つ
、

制
度

改
正

等
に

係
る

適
切

な
シ

ス
テ

ム
対

応
や

、
中

⾧
期

の
業

務
を

見
据

え
た

シ
ス

テ
ム

対
応

の
実

現
を

図
る

。
 

 

３
．

主
な

重
点

施
策

 

（
１

）
基

盤
的

保
険

者
機

能
の

盤
石

化
 

 

Ⅰ
）

 
健

全
な

財
政

運
営

 

・ 
中

⾧
期

的
な

視
点

に
よ

る
健

全
な

財
政

運
営

に
資

す
る

よ
う
、
運

営
委

員
会

や
支

部
評

議
会

で
丁

寧
な

説
明

を
し

た
上

で
、
保

険
料

率
に

関
す

る
議

論
を

行
う。

 

・ 
今

後
、

先
行

き
が

不
透

明
な

協
会

の
保

険
財

政
に

つ
い

て
、

協
会

決
算

や
今

後
の

見

通
し

に
関

す
る

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

う
。
 

・ 
医

療
費

適
正

化
等

の
努

力
を

行
う
と
とも

に
、
国

や
都

道
府

県
等

の
会

議
等

に
お

い
て

、

医
療

費
・健

診
等

デ
ー

タ
の

分
析

結
果

か
ら

得
ら

れ
た

エ
ビ

デ
ン

ス
等

も
踏

ま
え

、
安

定
し

た
財

政
運

営
を

行
う観

点
か

ら
積

極
的

に
意

見
発

信
を

行
う。
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【重
要

度
:

高
】 

協
会

け
ん

ぽ
は

約
4,

00
0

万
人

の
加

入
者

、
約

26
0

万
事

業
所

の
事

業
主

か
ら

な
る

日
本

最
大

の

医
療

保
険

者
で

あ
り
、
ま

た
、
被

用
者

保
険

の
最

後
の

受
け

皿
と
し

て
、
健

康
保

険
を

安
定

的
に

運
営

す
る

と
い

う
公

的
な

使
命

を
担

って
い

る
。

そ
の

た
め

、
安

定
的

か
つ

健
全

な
財

政
運

営
を

行
っ
て

い
くこ

と
は

、
重

要
度

が
高

い
。
 

 

【困
難

度
:

高
】 

協
会

け
ん

ぽ
の

財
政

は
、

加
入

者
及

び
事

業
主

の
医

療
費

適
正

化
等

に
向

け
た

努
力

の
ほ

か
、

中
⾧

期
的

な
視

点
か

ら
平

均
保

険
料

率
10

％
を

維
持

し
て

き
た

こ
と等

に
よ

り
、
近

年
プ

ラ
ス

収
支

が
続

い
て

い

る
も

の
の

、
経

済
の

先
行

き
は

不
透

明
で

あ
り
、

保
険

料
収

入
の

将
来

の
推

移
は

予
測

し
難

い
一

方
、

今

後
、

団
塊

の
世

代
が

後
期

高
齢

者
に

な
る

こ
と
に

よ
り
後

期
高

齢
者

支
援

金
の

急
増

が
見

込
ま

れ
る

こ
と
、

協
会

け
ん

ぽ
加

入
者

の
平

均
年

齢
上

昇
や

医
療

の
高

度
化

等
に

よ
り保

険
給

付
費

の
継

続
的

な
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と等
、
今

後
も

協
会

け
ん

ぽ
の

財
政

負
担

が
増

加
す

る
要

因
が

見
込

ま
れ

、
引

き
続

き
協

会

け
ん

ぽ
の

財
政

は
先

行
き

が
不

透
明

な
状

況
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

よ
り
一

層
、

医
療

費
適

正
化

に
取

り
組

み
、
健

全
な

財
政

運
営

を
確

保
す

る
こ

とが
課

題
で

あ
る

。
そ

の
上

で
、
運

営
委

員
会

及
び

支
部

評
議

会
で

十
分

な
議

論
を

重
ね

、
加

入
者

や
事

業
主

の
理

解
や

協
力

を
得

て
平

均
保

険
料

率
等

を
決

定
し

て
い

くこ

と
が

、
安

定
的

か
つ

健
全

な
財

政
運

営
を

将
来

に
渡

り継
続

し
て

い
くた

め
に

極
め

て
重

要
で

あ
り、

困
難

度

が
高

い
。
 

 

Ⅱ
）

業
務

改
革

の
実

践
と

業
務

品
質

の
向

上
 

①
業

務
処

理
体

制
の

強
化

と
意

識
改

革
の

徹
底

 

・ 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

と健
康

保
険

証
の

一
体

化
及

び
電

子
申

請
等

の
導

入
に

即
し

た
事

 

務
処

理
体

制
を

構
築

す
る

。
 

・ 
業

務
量

の
多

寡
や

優
先

度
に

対
応

す
る

た
め

、
す

べ
て

の
職

員
の

多
能

化
を

進
め

、
事

務
処

理
体

制
を

強
化

す
る

こ
とで

生
産

性
の

向
上

を
図

る
。
 

・ 
業

務
の

標
準

化
・効

率
化

・簡
素

化
を

徹
底

す
る

た
め

、
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

順
書

に

基
づ

く統
一

的
な

事
務

処
理

に
つ

い
て

支
部

の
現

状
を

確
認

し
、
業

務
指

導
を

行
うと

とも
に

、

 
  

職
員

の
意

識
改

革
を

促
進

す
る

。
 

・ 
自

動
審

査
状

況
等

を
分

析
し

、
事

務
処

理
の

効
率

化
を

図
る

。
 

 【困
難

度
:

高
】 

業
務

量
の

多
寡

や
優

先
度

に
対

応
す

る
最

適
な

体
制

に
よ

り
事

務
処

理
を

実
施

す
る

た
め

に
は

、
業

務

処
理

の
標

準
化

・効
率

化
・簡

素
化

を
推

進
す

る
とと

も
に

、
職

員
の

多
能

化
と意

識
改

革
の

促
進

が
不

可

欠
で

あ
る

。
こ

の
よ

うな
業

務
の

変
革

を
全

職
員

に
浸

透
・定

着
さ

せ
る

た
め

、
ス

テ
ップ

を
踏

み
な

が
ら

進
め

て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

と
健

康
保

険
証

の
一

体
化

に
か

か
る

経
過

措
置

な
ど
制

度
改

正

へ
の

対
応

や
、
電

子
申

請
に

よ
る

業
務

シ
ス

テ
ム

刷
新

等
新

た
な

事
業

と並
行

し
て

業
務

改
革

を
推

進
す

る

こ
と
は

、
困

難
度

が
高

い
。
 

 

②
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

向
上

 

・ 
す

べ
て

の
申

請
に

つ
い

て
、

迅
速

な
業

務
処

理
を

徹
底

す
る

。
特

に
傷

病
手

当
金

や
出

産
手

当
金

等
の

生
活

保
障

の
性

格
を

有
す

る
現

金
給

付
に

つ
い

て
は

、
申

請
受

付
か

ら
支

給
ま

で
の

標
準

期
間

（
サ

ー
ビ

ス
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
:

10
日

間
）

を
遵

守
す

る
。
 

・ 
加

入
者

・事
業

主
の

利
便

性
の

向
上

や
負

担
軽

減
の

観
点

か
ら

、
郵

送
に

よ
る

申
請

を

促
進

す
る

。
ま

た
、
20

25
（

令
和

７
）

年
度

末
ま

で
に

電
子

申
請

を
導

入
す

る
。
 

・ 
受

電
体

制
の

強
化

及
び

研
修

の
実

施
に

よ
る

相
談

業
務

の
標

準
化

や
質

の
向

上
を

推

進
し

、
加

入
者

や
事

業
主

か
ら

の
相

談
・照

会
に

つ
い

て
的

確
に

対
応

す
る

。
 

・ 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

の
対

応
や

記
入

の
手

引
き

の
多

言
語

化
な

ど
の

国
際

化
対

応
を

推
進

し
、

加
入

者
等

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。
 

・ 
「お

客
様

満
足

度
調

査
」や

「お
客

様
の

声
」の

活
用

に
よ

り業
務

の
課

題
を

洗
い

出
し

改

善
を

図
る

こ
とで

、
更

な
る

加
入

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
取

り組
む

。
 

・ 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

導
入

し
て

い
る

チ
ャ
ット

ボ
ット

に
つ

い
て

、
利

用
状

況
の

分
析

・改
善

を

行
い

、
加

入
者

の
利

便
性

向
上

に
努

め
る

。
 

・ 
全

支
部

へ
の

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
導

入
に

向
け

た
準

備
・検

討
を

行
う
。
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【困
難

度
:

高
】 

現
金

給
付

の
審

査
・支

払
い

を
適

正
か

つ
迅

速
に

行
う
こ

と
は

保
険

者
の

責
務

で
あ

り
、

特
に

傷
病

手
当

金
及

び
出

産
手

当
金

に
つ

い
て

は
、
生

活
保

障
の

性
格

を
有

す
る

給
付

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
サ

ー
ビ

ス
ス

タ
ン

ダ

ー
ド

を
設

定
し

10
0
％

達
成

に
努

め
て

い
る

。
現

金
給

付
の

申
請

件
数

が
年

々
増

加
し

て
い

る
な

か
、

20
23

（
令

和
5）

年
1

月
の

シ
ス

テ
ム

刷
新

に
よ

る
自

動
審

査
の

効
果

や
全

支
部

の
努

力
に

よ
り平

均

所
要

日
数

７
日

以
内

を
実

現
し

て
お

り
、
今

後
も

事
務

処
理

体
制

の
整

備
や

事
務

処
理

方
法

の
見

直
し

、

改
善

等
に

よ
り
こ

の
水

準
を

維
持

し
て

い
く必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
加

入
者

・事
業

主
の

更
な

る
利

便
性

の
向

上
を

図
る

こ
とで

、
窓

口
来

訪
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

使
い

や
す

い
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム

の
構

築
や

加
入

者
へ

の
電

子
申

請
の

普
及

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
困

難
度

が
高

い
。
 

 ■
 
K
PI

:
 

１
）

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
達

成
状

況
を

10
0％

とす
る

 

２
）

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
平

均
所

要
日

数
7

日
以

内
を

維
持

す
る

 

３
）

現
金

給
付

等
の

申
請

書
類

に
係

る
窓

口
で

の
受

付
率

を
対

前
年

度
以

下
とす

る
 

 

③
現

金
給

付
等

の
適

正
化

の
推

進
 

・ 
傷

病
手

当
金

と
障

害
年

金
等

との
併

給
調

整
に

つ
い

て
、
業

務
マ

ニ
ュ
ア

ル
に

も
とづ

き
、

年
金

機
構

との
情

報
連

携
や

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

情
報

照
会

等
を

確
実

に
行

う
。
 

・ 
現

金
給

付
の

支
給

決
定

デ
ー

タ
等

の
分

析
や

加
入

者
等

か
ら

の
情

報
提

供
に

よ
り
不

正

の
疑

い
が

生
じ

た
申

請
に

つ
い

て
は

、
支

給
の

可
否

を
再

確
認

す
る

とと
も

に
、

保
険

給
付

適

正
化

Ｐ
Ｔ

（
支

部
内

に
設

置
）

に
お

い
て

内
容

を
精

査
し

、
事

業
主

へ
の

立
入

検
査

を

実
施

す
る

な
ど、

厳
正

に
対

応
す

る
。
 

・ 
海

外
療

養
費

や
海

外
出

産
育

児
一

時
金

に
つ

い
て

、
海

外
の

渡
航

が
わ

か
る

書
類

の

確
認

の
ほ

か
、
出

産
の

事
実

確
認

等
を

徹
底

し
、
不

正
請

求
を

防
止

す
る

。
 

・ 
柔

道
整

復
施

術
療

養
費

に
つ

い
て

、
デ

ー
タ

分
析

ツ
ー

ル
を

活
用

し
多

部
位

か
つ

頻
回

及
び

負
傷

と
治

癒
等

を
繰

り
返

す
申

請
を

抽
出

し
、

加
入

者
へ

の
文

書
照

会
な

ど
の

強
化

や
面

接
確

認
委

員
会

を
実

施
し

、
重

点
的

に
審

査
を

行
う
。

ま
た

、
不

正
が

疑
わ

れ
る

施
術

 
  

者
に

つ
い

て
は

地
方

厚
生

局
へ

情
報

提
供

を
行

う
。
 

・ 
あ

ん
ま

マ
ッサ

ー
ジ

指
圧

・は
り
き

ゅ
う
施

術
療

養
費

に
つ

い
て

、
⾧

期
か

つ
頻

回
等

の
過

剰
受

診
の

適
正

化
を

図
る

た
め

、
加

入
者

及
び

施
術

者
へ

文
書

に
よ

り
施

術
の

必
要

性
に

つ
い

て
確

認
す

る
な

ど、
審

査
を

強
化

す
る

。
 

・ 
被

扶
養

者
資

格
の

再
確

認
に

つ
い

て
、

宛
所

不
明

に
よ

る
未

送
達

事
業

所
に

係
る

所

在
地

調
査

や
未

提
出

事
業

所
へ

の
電

話
、

文
書

で
の

勧
奨

を
強

化
し

、
被

扶
養

者
資

格

確
認

リス
ト

を
確

実
に

回
収

し
て

、
被

扶
養

者
資

格
の

再
確

認
を

徹
底

す
る

。
 

・ 
こ

れ
ら

の
現

金
給

付
等

の
適

正
化

を
推

進
す

る
た

め
、

標
準

化
し

た
業

務
プ

ロ
セ

ス
に

よ

る
事

務
処

理
を

徹
底

す
る

とと
も

に
、
審

査
・確

認
業

務
の

正
確

性
と
迅

速
性

を
高

め
る

た
め

に
、
各

支
部

の
管

理
者

・担
当

者
に

対
す

る
業

務
研

修
を

実
施

す
る

。
 

 

④
レ

セ
プ

ト
内

容
点

検
の

精
度

向
上

 

・ 
「レ

セ
プ

ト
内

容
点

検
行

動
計

画
」を

策
定

・実
践

し
、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

点
検

を

推
進

す
る

。
 

・ 
毎

月
の

自
動

点
検

マ
ス

タ
の

更
新

に
よ

り
、
シ

ス
テ

ム
を

最
大

限
に

活
用

し
た

点
検

を
実

施
す

る
。
 

・ 
社

会
保

険
診

療
報

酬
支

払
基

金
に

お
け

る
審

査
傾

向
や

査
定

実
績

等
を

共
有

す
る

と

と
も

に
、

高
点

数
レ

セ
プ

ト
の

点
検

を
強

化
す

る
等

、
内

容
点

検
効

果
の

高
い

レ
セ

プ
ト

を
優

先
的

か
つ

重
点

的
に

審
査

す
る

。
 

・ 
社

会
保

険
診

療
報

酬
支

払
基

金
に

対
し

て
、

再
審

査
請

求
理

由
を

明
確

に
示

す
こ

と

に
努

め
る

とと
も

に
、
毎

月
の

協
議

の
場

に
お

い
て

、
協

会
の

知
見

を
フ
ィー

ド
バ

ック
す

る
。
 

・ 
勉

強
会

や
研

修
等

に
よ

り、
点

検
員

の
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
、

内
容

点
検

の
更

な
る

質
的

向
上

を
図

る
。
 

・ 
社

会
保

険
診

療
報

酬
支

払
基

金
の

「支
払

基
金

業
務

効
率

化
・高

度
化

計
画

」に
基

づ
く支

払
基

金
改

革
（

IC
T

を
活

用
し

た
審

査
事

務
の

効
率

化
・高

度
化

、
審

査
結

果
の

不
合

理
な

差
異

の
解

消
等

）
の

動
向

を
注

視
し

、
協

会
の

内
容

点
検

の
高

度
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
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・ 
シ

ス
テ

ム
改

善
に

よ
り自

動
化

さ
れ

た
資

格
点

検
、
外

傷
点

検
を

着
実

か
つ

確
実

に
実

施

す
る

。
 

 【困
難

度
:

高
】 

一
次

審
査

を
行

っ
て

い
る

社
会

保
険

診
療

報
酬

支
払

基
金

で
は

、
IC

T
を

活
用

し
た

審
査

業
務

の
効

率
化

・高
度

化
を

進
め

て
お

り
、

再
審

査
（

二
次

審
査

）
に

基
づ

く知
見

も
年

々
積

み
重

ね
ら

れ
て

い
く。

一
方

、
協

会
の

査
定

率
は

、
シ

ス
テ

ム
の

精
度

や
点

検
員

の
ス

キ
ル

向
上

に
よ

り
、

既
に

非
常

に
高

い
水

準

に
達

し
て

い
る

こ
と
か

ら
、
K
PI

を
達

成
す

る
こ

と
は

、
困

難
度

が
高

い
。
 

 

■
 
K
PI

:
 

１
）

 
協

会
の

レ
セ

プ
ト

点
検

の
査

定
率

（
※

）
に

つ
い

て
対

前
年

度
以

上
とす

る
 

（
※

）
査

定
率

＝
協

会
の

レ
セ

プ
ト

点
検

に
よ

り
査

定
（

減
額

）
し

た
額

÷
協

会
の

医
療

費
総

額
 

２
）

 
協

会
の

再
審

査
レ

セ
プ

ト
1

件
当

た
りの

査
定

額
を

対
前

年
度

以
上

とす
る

 

 ⑤
債

権
管

理
・回

収
と

返
納

金
債

権
発

生
防

止
の

強
化

 

・ 
発

生
し

た
債

権
（

返
納

金
、

損
害

賠
償

金
等

）
に

つ
い

て
は

、
全

件
調

定
及

び
納

付

書
の

速
や

か
な

送
付

を
徹

底
す

る
と
と
も

に
、

「債
権

管
理

・回
収

計
画

」に
基

づ
き

、
早

期

回
収

に
向

け
た

取
組

を
着

実
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

。
 

・ 
保

険
者

間
調

整
を

積
極

的
に

活
用

す
る

と
と
も

に
、

弁
護

士
と
連

携
し

た
効

果
的

な
催

告
及

び
法

的
手

続
き

を
厳

格
に

実
施

し
、
債

権
回

収
率

の
向

上
を

図
る

。
 

・ 
債

権
の

適
切

な
管

理
、

回
収

率
の

向
上

を
目

的
と
し

て
、
債

権
管

理
回

収
事

務
担

当

者
研

修
会

を
実

施
す

る
。
 

・ 
オ

ン
ラ

イ
ン

資
格

確
認

に
よ

る
無

資
格

受
診

の
発

生
抑

止
効

果
を

よ
り
向

上
さ

せ
る

た
め

、

事
業

所
か

ら
の

早
期

か
つ

適
正

な
届

出
に

つ
い

て
、

日
本

年
金

機
構

と
連

携
し

周
知

広
報

を
実

施
す

る
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

 
  

返
納

金
債

権
の

大
半

を
占

め
る

資
格

喪
失

後
受

診
に

係
る

債
権

に
つ

い
て

は
、

保
険

者
間

調
整

※
1

に
よ

る
債

権
回

収
が

有
効

な
手

段
で

あ
る

と
こ
ろ

、
レ

セ
プ

ト
振

替
サ

ー
ビ

ス
※

2
の

拡
充

に
よ

り、
保

険
者

間

調
整

に
よ

る
債

権
回

収
の

減
少

が
見

込
ま

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

そ
れ

以
上

に
、
レ

セ
プ

ト
件

数
の

増
加

に

伴
い

、
返

納
金

債
権

の
件

数
や

金
額

が
増

加
し

て
い

る
中

、
K
PI

を
達

成
す

る
こ

とは
、
困

難
度

が
高

い
。
 

※
1 

資
格

喪
失

後
受

診
に

係
る

返
納

金
債

権
を

、
債

務
者

（
元

被
保

険
者

）
の

同
意

の
も

とに
、
協

会

と
国

民
健

康
保

険
（

資
格

が
有

効
な

保
険

者
）

と
で

直
接

調
整

す
る

こ
と
で

、
返

納
（

弁
済

）
す

る
仕

組
み

。
協

会
とし

て
は

、
債

権
を

確
実

に
回

収
で

き
る

メ
リッ

ト
が

あ
る

。
 

※
2 

社
会

保
険

診
療

報
酬

支
払

基
金

に
お

い
て

資
格

喪
失

後
受

診
に

係
る

レ
セ

プ
ト

を
資

格
が

有
効

な

（
新

た
に

資
格

を
取

得
し

た
）

保
険

者
に

、
振

り
替

え
る

仕
組

み
。
 

 ■
 
K
PI

:
 

返
納

金
債

権
（

診
療

報
酬

返
還

金
（

不
当

請
求

）
を

除
く。

）
の

回
収

率
を

対
前

年
度

以
上

とす
る

 

 Ⅲ
）

 
D

X
（

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョン
）

の
推

進
 

ⅰ
）

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
等

シ
ス

テ
ム

の
周

知
徹

底
 

・ 
医

療
D

X
の

基
盤

で
あ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

資
格

確
認

等
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
制

度
の

概
要

や

メ
リッ

ト
を

加
入

者
・事

業
主

に
周

知
す

る
。
 

 
特

に
、
20

23
（

令
和

５
）

年
1

月
よ

り運
用

が
開

始
さ

れ
た

「電
子

処
方

箋
」に

つ
い

て

は
、

重
複

投
薬

の
防

止
な

ど
、

良
質

か
つ

効
率

的
な

医
療

の
提

供
に

繋
が

る
こ

と
か

ら
、

加

入
者

・事
業

主
に

そ
の

意
義

を
理

解
い

た
だ

け
る

よ
う
、

様
々

な
広

報
媒

体
を

活
用

し
、
周

知
す

る
。
 

・ 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
が

未
登

録
の

加
入

者
に

対
し

て
、

事
業

主
を

通
じ

た
効

果
的

な
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
登

録
勧

奨
を

実
施

す
る

。
 

・ 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
は

登
録

さ
れ

て
い

る
が

、
協

会
保

有
の

情
報

と
住

民
基

本
台

帳
上

の
情

報

と一
致

し
な

い
加

入
者

に
対

し
て

効
果

的
な

本
人

照
会

を
実

施
す

る
。
 

 

- 313 -



 
  ⅱ

）
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

と
健

康
保

険
証

の
一

体
化

へ
の

対
応

 

・ 
20

25
（

令
和

７
）

年
12

月
１

日
に

従
来

の
健

康
保

険
証

が
使

用
可

能
な

経
過

措

置
期

間
が

終
了

す
る

こ
とに

伴
い

、
よ

り一
層

の
マ

イ
ナ

保
険

証
の

利
用

を
推

進
す

る
とと

も
に

、

制
度

に
係

る
広

報
や

資
格

確
認

書
・資

格
情

報
の

お
知

ら
せ

等
を

遅
延

な
く、

円
滑

な
発

行
等

に
取

り組
む

。
 

特
に

、
経

過
措

置
が

終
了

し
て

も
、
全

て
の

加
入

者
が

適
切

な
保

険
診

療
を

効
率

的
か

つ
支

障
な

く受
け

ら
れ

る
よ

う
、
マ

イ
ナ

保
険

証
利

用
の

登
録

を
し

て
い

な
い

加
入

者
に

対
し

て
、

経
過

措
置

期
間

終
了

前
に

資
格

確
認

書
を

発
行

す
る

。
 

・ 
加

入
者

か
ら

の
マ

イ
ナ

保
険

証
、

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
な

ど
の

問
い

合
わ

せ
に

専
用

で

対
応

す
る

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、
多

言
語

対
応

を
含

め
質

の
向

上
を

図
る

とと
も

に
円

滑
に

運
用

す
る

。
 

・ 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

へ
の

問
い

合
わ

せ
内

容
、
チ

ャ
ット

ボ
ット

の
質

問
内

容
の

分

析
結

果
を

活
用

す
る

とと
も

に
、
照

会
事

例
か

ら
の

課
題

を
抽

出
し

業
務

の
改

善
を

図
る

。
 

 

ⅲ
）

電
子

申
請

等
の

導
入

 

・ 
加

入
者

の
利

便
性

の
向

上
や

負
担

軽
減

の
観

点
か

ら
、
20

26
（

令
和

８
）

年
1

月

の
電

子
申

請
等

の
導

入
に

向
け

て
シ

ス
テ

ム
開

発
を

進
め

る
。
ま

た
、

電
子

申
請

に
お

い
て

、

加
入

者
側

か
ら

審
査

の
処

理
状

況
が

把
握

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。
 

・ 
加

入
者

や
事

業
主

が
正

確
な

知
識

の
も

と安
心

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
、
事

業
主

・加
入

者
に

対
し

て
幅

広
く広

報
を

行
う。

 

 

Ⅳ
）

D
X

を
活

用
し

た
事

業
の

推
進

 

・ 
被

扶
養

者
資

格
の

再
確

認
に

つ
い

て
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

を
活

用
し

、
確

認
対

象
者

を
絞

り

込
む

な
ど、

効
果

的
な

方
法

を
検

討
し

実
施

す
る

。
 

・ 
医

療
機

関
等

を
受

診
し

た
加

入
者

に
送

付
し

て
い

る
「医

療
費

の
お

知
ら

せ
」に

つ
い

て
、

マ
イ

ナ
保

険
証

の
利

用
率

等
を

踏
ま

え
、
プ

ル
型

に
見

直
す

な
どの

検
討

を
進

め
る

。
 

 

 
  

【重
要

度
:

高
】 

20
25

（
令

和
７

）
年

12
月

１
日

に
従

来
の

健
康

保
険

証
が

使
用

可
能

な
経

過
措

置
期

間
が

満

了
す

る
こ

とか
ら

、
マ

イ
ナ

保
険

証
の

利
用

促
進

を
進

め
つ

つ
、
円

滑
に

資
格

確
認

書
を

発
行

し
、

安
心

し
て

医
療

機
関

等
へ

受
診

で
き

る
環

境
を

整
備

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
ま

た
、
デ

ジ
タ

ル
・ガ

バ
メ

ン
ト

実
行

計
画

に
よ

り
20

25
（

令
和

７
）

年
度

末
ま

で
の

電
子

申
請

導
入

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
とか

ら
、
シ

ス
テ

ム
構

築

と申
請

受
付

を
確

実
に

実
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
重

要
度

が
高

い
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

経
過

措
置

期
間

が
終

了
し

、
健

康
保

険
証

が
使

え
な

くな
る

とい
う
大

き
な

変
換

期
を

迎
え

て
も

、
加

入

者
が

適
切

な
保

険
診

療
を

効
率

的
か

つ
支

障
な

く受
け

ら
れ

る
よ

う
、
新

た
に

発
生

す
る

資
格

確
認

書
・資

格
情

報
の

お
知

ら
せ

の
発

行
等

の
業

務
を

着
実

か
つ

円
滑

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
加

え
て

、
マ

イ
ナ

保
険

証

利
用

推
進

は
、

保
険

者
の

取
組

の
み

な
ら

ず
、

医
療

機
関

や
薬

局
、
国

等
の

取
組

が
必

要
で

あ
り
、
関

係

者
が

一
体

と
な

って
進

め
て

い
く必

要
が

あ
る

こ
とか

ら
、
困

難
度

が
高

い
。
 

 （
２

）
戦

略
的

保
険

者
機

能
の

一
層

の
発

揮
 

 

Ⅰ
）

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く事
業

実
施

 

①
本

部
・支

部
に

お
け

る
医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
等

の
分

析
結

果
の

活
用

及
び

分
析

能
力

の

向
上

 

・ 
医

療
費

適
正

化
等

に
向

け
た

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く事
業

及
び

情
報

発
信

を
実

施
す

る

た
め

、
本

部
と支

部
に

お
い

て
連

携
を

強
化

し
、
医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

て
地

域

差
等

の
分

析
を

行
う
。
 

・ 
本

部
は

、
医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
等

の
支

部
ご

と
の

地
域

差
に

か
か

る
分

析
を

実
施

す
る

ほ
か

、
支

部
に

お
け

る
分

析
に

資
す

る
デ

ー
タ

の
作

成
・提

供
や

、
「医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
等

分
析

用
マ

ニ
ュ
ア

ル
」及

び
分

析
事

例
等

の
共

有
を

行
う
。
支

部
は

、
地

域
差

等
の

特
徴

や

課
題

を
把

握
す

る
た

め
、

本
部

か
ら

提
供

さ
れ

た
デ

ー
タ

及
び

情
報

系
シ

ス
テ

ム
か

ら
抽

出
し

た
デ

ー
タ

等
を

用
い

、
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
」も

活
用

し
た

事
業

を
実

施
す

る
。
分
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析
に

際
し

て
は

、
分

析
の

精
度

を
高

め
る

た
め

、
地

元
大

学
等

の
有

識
者

か
ら

の
助

言
の

活

用
や

共
同

分
析

等
を

行
う
。
 

・ 
本

部
・支

部
に

お
け

る
調

査
研

究
・分

析
の

成
果

を
内

外
に

広
く情

報
発

信
す

る
た

め
、

「調
査

研
究

フ
ォ
ー

ラ
ム

」を
開

催
す

る
と
と
も

に
、
調

査
研

究
報

告
書

の
発

行
及

び
各

種
学

会
で

の
発

表
を

行
う。

 

・ 
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
く事

業
の

実
施

等
を

推
進

す
る

た
め

、
統

計
分

析
研

修
や

本
部

と
支

部
の

連
携

強
化

に
加

え
、

支
部

間
の

情
報

交
換

や
事

例
共

有
を

通
じ

て
人

材
育

成
に

取
り

組
み

、
職

員
の

分
析

能
力

の
更

な
る

向
上

を
図

る
。

統
計

分
析

研
修

に
つ

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

を
組

み
合

わ
せ

る
等

、
よ

り多
くの

受
講

者
が

参
加

し
や

す
い

開
催

形
式

とす
る

。
 

 【重
要

度
:

高
】 

調
査

研
究

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
得

ら
れ

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
き

、
医

療
費

適
正

化
や

健
康

づ
く

り
等

に
取

り
組

む
こ

と
は

、
協

会
の

健
全

な
財

政
運

営
を

確
保

す
る

と
と
も

に
、
効

果
的

・効
率

的
に

事
業

を

実
施

す
る

観
点

か
ら

重
要

度
が

高
い

。
 

 【困
難

度
:

高
】 

医
療

費
や

健
診

結
果

等
の

ビ
ッグ

デ
ー

タ
か

ら
加

入
者

や
地

域
の

特
徴

を
把

握
す

る
に

は
、
統

計
・デ

ー
タ

分
析

に
関

す
る

知
識

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、
外

部
有

識
者

の
知

見
等

に
つ

い
て

、
協

会
の

事
業

へ
適

切
に

反
映

さ
せ

る
た

め
に

は
、
外

部
有

識
者

と
医

療
・保

健
等

に
関

す
る

専
門

的
な

議
論

も
必

要
と
な

る
こ

と
か

ら

困
難

度
が

高
い

。
 

 

②
外

部
有

識
者

を
活

用
し

た
調

査
研

究
成

果
の

活
用

 

・ 
協

会
が

保
有

し
て

い
る

医
療

費
・健

診
デ

ー
タ

等
に

つ
い

て
、

居
住

地
・業

態
等

別
の

分

析
が

可
能

と
い

う
優

位
性

を
活

か
し

て
外

部
有

識
者

の
知

見
を

活
用

し
た

調
査

研
究

を
実

施
す

る
。

外
部

有
識

者
が

行
う
調

査
研

究
の

円
滑

な
実

施
の

た
め

、
研

究
へ

の
助

言
等

を

行
う
。
 

・ 
当

該
研

究
成

果
等

を
踏

ま
え

、
国

へ
の

政
策

提
言

及
び

パ
イ

ロ
ット

事
業

等
を

通
じ

、
協

 
  

会
が

実
施

す
る

取
組

の
改

善
や

新
た

な
事

業
の

実
施

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

（
ガ

イ
ド

ラ

イ
ン

の
策

定
等

）
。
 

 【重
要

度
:

高
】 

調
査

研
究

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
得

ら
れ

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
き

、
医

療
費

適
正

化
や

健
康

づ
く

り
等

に
取

り
組

む
こ

と
は

、
協

会
の

健
全

な
財

政
運

営
を

確
保

す
る

と
と
も

に
、
効

果
的

・効
率

的
に

事
業

を

実
施

す
る

観
点

か
ら

重
要

度
が

高
い

。
 

 【困
難

度
:

高
】 

外
部

有
識

者
の

研
究

成
果

に
つ

い
て

、
協

会
の

事
業

へ
適

切
に

反
映

さ
せ

る
た

め
に

は
、

統
計

・デ
ー

タ

分
析

・医
療

・保
健

等
に

関
す

る
外

部
有

識
者

と
の

専
門

的
な

議
論

や
、
進

捗
確

認
・研

究
へ

の
助

言
を

行
う
必

要
も

あ
る

こ
とか

ら
困

難
度

が
高

い
。
 

 ③
好

事
例

の
横

展
開

 

今
後

、
協

会
全

体
で

実
施

が
必

要
と
な

る
取

組
や

一
部

の
支

部
で

重
点

的
な

実
施

が
必

要
と
な

る
取

組
な

ど
に

つ
い

て
、
一

部
の

支
部

で
取

組
を

行
い

、
取

組
結

果
の

効
果

検
証

を
行

う
。
そ

の
内

容
を

、
他

の
支

部
に

積
極

的
に

情
報

共
有

す
る

と
と
も

に
、

効
果

的
な

事
業

手
法

を
確

立
し

、
横

展
開

を
図

る
。
 

 

ⅰ
）

本
部

主
導

型
パ

イ
ロ

ット
事

業
 

・ 
第

5
期

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
に

お
い

て
整

理
し

た
本

部
主

導
型

の
パ

イ
ロ

ット
事

業
の

仕
組

み
の

も
と
、
協

会
が

取
り
組

む
べ

き
課

題
と
し

て
本

部
が

設
定

し
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

支
部

の

取
組

結
果

を
も

とに
効

果
的

な
手

法
を

確
立

し
、
当

該
手

法
の

横
展

開
を

図
る

。
 

 ⅱ
）

保
険

者
努

力
重

点
支

援
プ

ロ
ジ

ェク
ト

 

・ 
デ

ー
タ

分
析

や
事

業
企

画
等

を
本

部
と
プ

ロ
ジ

ェク
ト

対
象

３
支

部
（

北
海

道
、
徳

島
、

佐
賀

支
部

）
が

連
携

し
て

検
討

・実
施

す
る

「保
険

者
努

力
重

点
支

援
プ

ロ
ジ

ェク
ト

」に
つ
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い
て

、
医

療
・公

衆
衛

生
・健

康
づ

くり
等

に
精

通
し

た
外

部
有

識
者

の
助

言
を

得
な

が
ら

、

20
24

（
令

和
６

）
年

度
に

開
始

し
た

保
険

料
率

上
昇

の
抑

制
が

期
待

で
き

る
事

業
に

つ

い
て

、
全

支
部

へ
の

横
展

開
を

見
据

え
、
効

果
的

な
手

法
等

の
確

立
を

目
指

す
。
 

 

ⅲ
）

地
域

保
険

等
と
協

働
し

た
事

業
（

地
域

・職
域

連
携

）
の

推
進

 

・ 
職

域
保

険
で

あ
る

協
会

け
ん

ぽ
と
地

域
保

険
で

あ
る

国
民

健
康

保
険

が
協

働
し

て
健

康

意
識

の
啓

発
等

を
行

う
こ

とに
よ

り、
地

域
住

民
全

体
の

健
康

度
向

上
を

目
指

す
。
 

国
民

健
康

保
険

中
央

会
及

び
都

道
府

県
国

民
健

康
保

険
団

体
連

合
会

並
び

に
モ

デ

ル
２

市
町

（
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
及

び
佐

賀
県

鳥
栖

市
）

と
協

働
し

、
20

23

（
令

和
５

）
年

度
末

に
開

始
し

た
保

健
事

業
等

に
関

す
る

モ
デ

ル
事

業
（

地
域

保
険

と

連
携

し
た

モ
デ

ル
事

業
）

に
つ

い
て

は
、
国

民
健

康
保

険
中

央
会

等
と
連

携
し

、
モ

デ
ル

事

業
の

更
な

る
拡

大
を

目
指

す
ほ

か
、

地
域

保
険

と
協

働
し

て
実

施
す

る
事

業
の

効
果

的
な

手
法

等
の

確
立

を
目

指
す

。
 

 

【重
要

度
:

高
】 

医
療

費
・健

診
デ

ー
タ

等
を

用
い

た
医

療
費

の
地

域
間

格
差

の
要

因
分

析
（

課
題

の
洗

い
出

し
）

等

の
実

施
に

よ
り得

ら
れ

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
き

、
都

道
府

県
単

位
保

険
料

率
が

高
い

水
準

で
推

移
し

て
い

る

プ
ロ

ジ
ェク

ト
対

象
支

部
の

保
険

料
率

上
昇

の
抑

制
が

期
待

で
き

る
事

業
に

取
り
組

む
こ

と
は

、
協

会
の

健

全
な

財
政

運
営

を
確

保
す

る
と
とも

に
、
効

果
的

・効
率

的
に

事
業

を
実

施
す

る
観

点
か

ら
重

要
度

が
高

い
。
 

ま
た

、
国

民
健

康
保

険
中

央
会

等
と
協

働
し

実
施

す
る

モ
デ

ル
事

業
や

、
支

部
が

地
域

保
険

と
協

働
し

て
実

施
す

る
事

業
に

つ
い

て
は

、
被

用
者

保
険

と
地

域
保

険
が

連
携

し
た

生
活

習
慣

病
予

防
・健

康
づ

くり

の
取

組
、

ひ
い

て
は

地
域

住
民

全
体

の
健

康
度

の
向

上
に

向
け

た
施

策
の

推
進

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
り

重
要

度
が

高
い

 

 【困
難

度
:

高
】 

医
療

費
や

健
診

結
果

等
の

ビ
ッグ

デ
ー

タ
か

ら
加

入
者

や
地

域
の

特
徴

を
把

握
す

る
に

は
、
統

計
・デ

ー
タ

分
析

に
関

す
る

知
識

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

医
療

費
・健

診
デ

ー
タ

を
用

い
た

医
療

費
の

地
域

間
格

差
の

 
  

要
因

分
析

や
事

業
企

画
等

に
あ

た
っ
て

、
外

部
有

識
者

の
助

言
を

適
切

に
反

映
さ

せ
る

た
め

に
は

、
外

部

有
識

者
と医

療
・保

健
等

に
関

す
る

専
門

的
な

議
論

も
必

要
とな

る
こ

とか
ら

困
難

度
が

高
い

。
加

え
て

、
各

支
部

に
お

い
て

は
、
こ

れ
ま

で
も

地
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

医
療

費
適

正
化

の
取

組
を

積
極

的
に

実
施

し
て

き
た

が
、

とり
わ

け
、
プ

ロ
ジ

ェク
ト

対
象

３
支

部
に

お
い

て
は

、
保

険
料

率
が

高
い

水
準

に
留

ま
っ
て

お
り
、

保

険
料

率
上

昇
の

抑
制

を
図

る
こ

と
は

困
難

度
が

高
い

。
 

更
に

、
国

民
健

康
保

険
中

央
会

等
と
協

働
し

て
実

施
す

る
モ

デ
ル

事
業

や
、
支

部
が

地
域

保
険

と
協

働

し
て

実
施

す
る

事
業

に
つ

い
て

は
、

地
域

保
険

の
運

営
等

を
担

う
多

くの
関

係
機

関
（

国
民

健
康

保
険

中

央
会

、
都

道
府

県
国

民
健

康
保

険
団

体
連

合
会

、
モ

デ
ル

市
町

村
、
都

道
府

県
等

）
と調

整
等

を
図

り

な
が

ら
進

め
る

必
要

が
あ

り、
困

難
度

が
高

い
。
 

 Ⅱ
）

健
康

づ
くり

 

①
保

健
事

業
の

一
層

の
推

進
 

ⅰ
）

第
3

期
保

健
事

業
実

施
計

画
（

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

）
に

基
づ

く取
組

 

・ 
「特

定
健

診
・特

定
保

健
指

導
の

推
進

」「
重

症
化

予
防

の
対

策
」「

コ
ラ

ボ
ヘ

ル
ス

の
取

組
」を

柱
とし

、
支

部
ご

とに
策

定
す

る
第

3
期

保
健

事
業

実
施

計
画

（
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
）

に
つ

い
て

、
各

年
度

の
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

そ
の

際
に

は
、
「特

定
健

診
・特

定

保
健

指
導

デ
ー

タ
分

析
報

告
書

」や
「支

部
別

ス
コ

ア
リン

グ
レ

ポ
ー

ト
」の

ほ
か

、
情

報
系

シ

ス
テ

ム
等

の
分

析
ツ

ー
ル

を
用

い
て

PD
C
A

サ
イ

ク
ル

を
回

し
、
取

組
の

実
効

性
を

高
め

る
。
 

 

ⅱ
）

保
健

事
業

の
充

実
・強

化
に

向
け

た
基

盤
整

備
 

・ 
支

部
に

お
い

て
保

健
事

業
を

担
う
専

門
職

た
る

保
健

師
の

複
数

名
体

制
を

構
築

・維
持

す
る

た
め

、
計

画
的

か
つ

継
続

的
な

採
用

活
動

を
実

施
す

る
。
 

・ 
保

健
師

及
び

管
理

栄
養

士
を

中
心

と
し

た
人

材
の

更
な

る
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
支

部
保

健
師

に
対

し
、
全

国
研

修
や

ブ
ロ

ック
単

位
に

よ
る

研
修

を
実

施
す

る
。
 

・ 
併

せ
て

、
専

門
職

以
外

の
保

健
事

業
に

携
わ

る
職

員
の

研
修

内
容

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
保

健
グ

ル
ー

プ
⾧

に
対

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。
 

・ 
契

約
保

健
師

及
び

管
理

栄
養

士
が

担
う
べ

き
役

割
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
特

定
保

健
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指
導

の
み

な
ら

ず
、
コ

ラ
ボ

ヘ
ル

ス
等

の
他

の
保

健
事

業
へ

拡
大

す
べ

く、
人

事
評

価
・処

遇

の
あ

り
方

も
含

め
て

検
討

し
、
実

施
に

向
け

て
必

要
な

取
組

を
進

め
る

。
 

・ 
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
地

方
自

治
体

や
教

育
委

員
会

等
と
連

携
し

つ
つ

、
S
D

G
ｓ

の

視
点

も
踏

ま
え

、
小

学
生

等
へ

の
健

康
教

育
に

取
り組

む
。
 

 ②
特

定
健

診
実

施
率

・事
業

者
健

診
デ

ー
タ

取
得

率
等

の
向

上
 

・ 
健

診
・保

健
指

導
カ

ル
テ

等
を

活
用

し
て

、
実

施
率

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
見

込
ま

れ
る

事
業

所
や

業
態

等
を

選
定

し
、

重
点

的
か

つ
優

先
的

に
働

き
か

け
る

こ
と
で

、
効

率
的

・効

果
的

な
受

診
勧

奨
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

実
施

率
が

大
き

く向
上

し
て

い
る

支
部

の
取

組
や

他
保

険
者

の
事

例
を

収
集

し
、
効

果
的

な
取

組
を

各
支

部
に

展
開

す
る

こ
と
で

、
実

施
率

の
向

上
に

努
め

る
。
 

・ 
被

保
険

者
に

対
す

る
生

活
習

慣
病

予
防

健
診

（
特

定
健

診
の

項
目

に
が

ん
検

診
の

項
目

等
を

加
え

た
も

の
）

に
つ

い
て

、
自

己
負

担
の

軽
減

や
付

加
健

診
の

対
象

年
齢

の
拡

大
等

も
踏

ま
え

、
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
」を

活
用

し
た

受
診

勧
奨

等
の

取
組

を

推
進

す
る

。
 

・ 
被

扶
養

者
に

対
す

る
特

定
健

診
に

つ
い

て
、
実

施
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
市

区
町

村
と

の
協

定
締

結
を

進
め

る
な

ど
連

携
を

推
進

し
、
が

ん
検

診
と
の

同
時

実
施

等
の

拡
大

を
進

め

る
と
と
も

に
、
骨

粗
鬆

症
及

び
そ

の
予

備
群

を
早

期
に

発
見

す
る

た
め

の
「骨

粗
鬆

症
検

診
」、

歯
科

疾
患

の
早

期
発

見
・重

症
化

予
防

を
図

る
た

め
の

「歯
科

検
診

」、
緑

内
障

等
失

明

に
繋

が
る

重
大

な
病

気
の

早
期

発
見

の
た

め
の

「眼
底

検
査

」を
集

団
健

診
時

の
オ

プ
シ

ョン

健
診

を
活

用
し

、
予

防
の

重
要

性
に

関
す

る
啓

発
を

広
く進

め
る

。
 

・ 
事

業
者

健
診

デ
ー

タ
の

取
得

に
つ

い
て

、
20

25
（

令
和

７
）

年
度

か
ら

開
始

さ
れ

る
電

子
カ

ル
テ

情
報

共
有

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

た
事

業
者

健
診

デ
ー

タ
の

取
得

を
推

進
す

る
とと

も

に
、

事
業

主
・健

診
機

関
・協

会
（

３
者

間
）

で
の

提
供

・運
用

ス
キ

ー
ム

の
も

と
で

、
40

歳
未

満
も

含
め

た
事

業
者

健
診

デ
ー

タ
が

健
診

機
関

を
通

じ
て

確
実

に
協

会
に

提
供

さ
れ

る
よ

う
、
関

係
団

体
等

と連
携

し
、
事

業
主

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

強
化

す
る

。
 

・ 
健

診
体

系
の

見
直

し
と
し

て
20

26
（

令
和

８
）

年
度

以
降

順
次

実
施

す
る

、
被

保

 
  

険
者

及
び

被
扶

養
者

を
対

象
とし

た
人

間
ド

ック
健

診
等

に
つ

い
て

、
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
準

備
を

進
め

る
。
 

 

【重
要

度
:

高
】 

健
康

保
険

法
に

お
い

て
、
保

険
者

は
被

保
険

者
等

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
に

必
要

な
事

業
を

行
う
と

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、

特
定

健
康

診
査

の
実

施
は

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
に

よ
り
、
保

険
者

に

実
施

が
義

務
付

け
ら

れ
、
か

つ
、
実

施
率

に
つ

い
て

は
、
国

の
指

針
に

お
い

て
、
20

29
（

令
和

11
）

年
度

の

目
標

値
（

70
％

）
が

示
さ

れ
て

お
り、

重
要

度
が

高
い

。
 

 【困
難

度
:

高
】 

 

協
会

の
加

入
事

業
所

は
、
被

保
険

者
数

9
人

以
下

の
中

小
企

業
が

8
割

を
超

え
て

お
り、

１
事

業
所

当

た
り
の

特
定

健
診

対
象

者
が

少
な

い
こ

と
に

加
え

、
健

康
保

険
組

合
等

と
異

な
り
保

険
者

と
加

入
者

及
び

事

業
主

と
の

距
離

が
大

き
く、

特
定

健
診

の
受

診
に

対
す

る
理

解
が

得
ら

れ
に

くい
等

、
効

率
的

な
事

業
の

実
施

が
難

し
い

状
況

で
あ

る
。
そ

の
よ

うな
中

で
、
国

が
示

す
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

実
施

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
は

、
困

難
度

が
高

い
。
 

 ■
 
K
PI

:
 

１
）

健
診

実
施

者
数

（
事

業
者

健
診

デ
ー

タ
取

得
者

数
を

含
む

）
を

対
前

年
度

以
上

と
す

る
 

２
）

生
活

習
慣

病
予

防
健

診
実

施
率

を
63

.5
%

以
上

とす
る

 

３
）

事
業

者
健

診
デ

ー
タ

取
得

率
を

9.
0％

以
上

とす
る

 

４
）

被
扶

養
者

の
特

定
健

診
実

施
率

を
31

.6
％

以
上

とす
る

 

 ③
特

定
保

健
指

導
実

施
率

及
び

質
の

向
上

 

ⅰ
）

特
定

保
健

指
導

実
施

率
の

向
上

 

・ 
20

22
（

令
和

４
）

年
度

に
策

定
し

た
標

準
モ

デ
ル

に
沿

った
特

定
保

健
指

導
の

利
用

案
内

（
指

導
機

会
の

確
保

を
含

む
）

の
徹

底
を

図
る

。
 

・ 
健

診
・保

健
指

導
カ

ル
テ

等
を

活
用

し
て

、
実

施
率

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
見

込
ま

れ
る
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事
業

所
や

業
態

等
を

選
定

し
、

重
点

的
か

つ
優

先
的

に
働

き
か

け
る

こ
と
で

、
効

率
的

・効

果
的

な
利

用
勧

奨
を

実
施

す
る

。
 

・ 
特

定
保

健
指

導
実

施
率

が
高

い
事

業
所

の
職

場
環

境
整

備
に

関
す

る
創

意
工

夫
を

記
載

し
た

事
例

集
等

を
活

用
し

、
経

年
的

に
特

定
保

健
指

導
の

利
用

が
な

い
事

業
所

に

対
す

る
情

報
提

供
を

実
施

す
る

等
、

加
入

者
や

事
業

主
に

対
し

、
様

々
な

機
会

を
通

じ
て

特
定

保
健

指
導

を
利

用
す

る
こ

との
重

要
性

に
つ

い
て

周
知

広
報

を
行

う。
 

・ 
質

を
確

保
し

つ
つ

外
部

委
託

の
更

な
る

推
進

を
図

り、
健

診
・保

健
指

導
を

一
貫

し
て

実

施
で

き
る

よ
う
、

健
診

当
日

の
初

回
面

談
の

実
施

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
。

ま
た

、
特

定
保

健
指

導
の

早
期

実
施

に
向

け
て

、
健

康
意

識
が

高
ま

る
健

診
当

日
の

働
き

か
け

を
拡

充
す

る
。
 

・ 
遠

隔
面

談
等

の
IC

T
を

活
用

し
た

特
定

保
健

指
導

を
促

進
す

る
等

、
特

定
保

健
指

導

を
実

施
し

や
す

い
環

境
づ

くり
を

推
進

し
、
対

象
者

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。
 

 

ⅱ
）

特
定

保
健

指
導

の
質

の
向

上
 

・ 
第

４
期

の
特

定
保

健
指

導
に

お
け

る
「評

価
体

系
の

見
直

し
」（

特
定

保
健

指
導

の

実
績

評
価

に
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

が
導

入
さ

れ
、

主
要

達
成

目
標

を
「腹

囲
２

セ
ン

チ
か

つ
体

重
２

キ
ロ

減
」と

し
、
生

活
習

慣
病

予
防

に
つ

な
が

る
行

動
変

容
や

「腹
囲

1
セ

ン
チ

か
つ

体

重
1

キ
ロ

減
」を

そ
の

他
目

標
とし

て
設

定
す

る
）

に
基

づ
く成

果
を

重
視

し
た

特
定

保
健

指

導
を

推
進

す
る

とと
も

に
、
特

定
保

健
指

導
の

成
果

の
見

え
る

化
を

図
る

。
 

 【重
要

度
:

高
】 

特
定

保
健

指
導

を
通

じ
て

、
生

活
習

慣
病

の
発

症
予

防
に

取
り
組

む
こ

とは
、
加

入
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
の

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
特

定
保

健
指

導
の

実
施

は
、

高
齢

者
の

医
療

の
確

保
に

関
す

る
法

律
に

よ
り
保

険
者

に
実

施
が

義
務

付
け

ら
れ

、
か

つ
、
実

施
率

に
つ

い
て

は
、

国
の

指
針

に
お

い
て

、
20

29

（
令

和
11

）
年

度
の

目
標

値
（

35
％

）
が

示
さ

れ
て

お
り
、
重

要
度

が
高

い
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

 

 
  

協
会

の
加

入
事

業
所

は
、
被

保
険

者
数

9
人

以
下

の
中

小
企

業
が

8
割

を
超

え
て

お
り
、
１

事
業

所

当
た

り
の

特
定

保
健

指
導

の
対

象
者

が
少

な
い

こ
と
に

加
え

、
健

康
保

険
組

合
等

と
異

な
り
保

険
者

と
加

入
者

及
び

事
業

主
と
の

距
離

が
大

き
く、

特
定

保
健

指
導

の
実

施
に

対
す

る
理

解
が

得
ら

れ
に

くい
等

、
効

率
的

な
事

業
の

実
施

が
難

し
い

状
況

で
あ

る
。
そ

の
よ

う
な

中
で

、
国

が
示

す
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

実
施

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

とは
、
困

難
度

が
高

い
。
 

  

■
 
K
PI

:
 

１
）

特
定

保
健

指
導

実
績

評
価

者
数

を
対

前
年

度
以

上
と
す

る
 

２
）

被
保

険
者

の
特

定
保

健
指

導
実

施
率

を
24

.3
％

以
上

と
す

る
 

３
）

被
扶

養
者

の
特

定
保

健
指

導
実

施
率

を
19

.4
％

以
上

と
す

る
 

 

④
重

症
化

予
防

対
策

の
推

進
 

・ 
血

圧
、
血

糖
、
脂

質
等

に
着

目
し

た
未

治
療

者
へ

の
受

診
勧

奨
を

着
実

に
実

施
す

る
。
 

・ 
胸

部
エ

ック
ス

線
検

査
に

お
い

て
要

精
密

検
査

・要
治

療
と
判

断
さ

れ
な

が
ら

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
が

確
認

で
き

な
い

者
に

対
す

る
受

診
勧

奨
を

新
た

に
実

施
す

る
。
 

・ 
未

治
療

者
に

対
し

て
特

定
保

健
指

導
等

の
機

会
を

活
用

し
、

早
期

受
診

の
重

要
性

に

つ
い

て
周

知
徹

底
を

図
る

。
 

・ 
従

業
員

が
治

療
を

放
置

す
る

リス
ク

へ
の

認
識

を
深

め
る

た
め

、
事

業
主

に
対

し
、

関
係

団
体

や
労

働
局

等
との

連
携

を
通

じ
て

意
識

の
醸

成
を

図
る

。
 

・ 
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

の
効

果
を

検
証

し
、

引
き

続
き

、
か

か
りつ

け
医

等
と連

携
し

た
取

組
を

効
果

的
に

実
施

す
る

。
 

 【重
要

度
:

高
】 

要
受

診
者

を
早

期
に

医
療

機
関

に
結

び
付

け
る

こ
と
は

、
糖

尿
病

等
の

生
活

習
慣

病
の

重
症

化
を

防

ぎ
、
加

入
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
を

図
る

観
点

か
ら

重
要

度
が

高
い

。
 

 ■
 

K
PI

:
血

圧
、

血
糖

、
脂

質
の

未
治

療
者

に
お

い
て

健
診

受
診

月
か

ら
10

か
月

以
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内
に

医
療

機
関

を
受

診
し

た
者

の
割

合
（

※
）

を
対

前
年

度
以

上
と
す

る
 

（
※

）
20

25
（

令
和

７
）

年
度

か
ら

開
始

す
る

胸
部

エ
ック

ス
線

検
査

に
基

づ
く受

診
勧

奨
に

お
け

る
医

療
機

関
受

診
率

を
除

く 

 

⑤
コ

ラ
ボ

ヘ
ル

ス
の

推
進

 

・ 
健

康
宣

言
に

つ
い

て
、

健
康

宣
言

事
業

所
（

以
下

「宣
言

事
業

所
」と

い
う
。

）
数

の

拡
大

と
と
も

に
、

宣
言

事
業

所
に

お
け

る
健

康
づ

くり
の

取
組

の
質

を
担

保
す

る
た

め
、
プ

ロ
セ

ス
及

び
コ

ン
テ

ン
ツ

の
標

準
化

（
事

業
所

カ
ル

テ
の

活
用

及
び

健
診

受
診

率
・特

定
保

健

指
導

実
施

率
の

目
標

値
設

定
等

の
必

須
化

）
を

図
り
、

事
業

主
と
連

携
し

た
加

入
者

の

健
康

づ
くり

を
推

進
す

る
。
 

・ 
 地

方
自

治
体

等
と
連

携
し

た
取

組
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

や
市

区
町

村
の

健
康

増
進

計
画

等
も

踏
ま

え
推

進
す

る
。
 

・ 
中

小
企

業
に

お
け

る
健

康
づ

くり
を

推
進

す
る

た
め

、
商

工
会

議
所

等
と
の

協
定

締
結

を

進
め

る
と
とも

に
連

携
し

た
取

組
を

推
進

し
、
健

康
づ

くり
の

取
組

の
充

実
を

図
る

。
 

・ 
若

年
期

か
ら

高
齢

期
ま

で
の

生
涯

を
通

じ
た

加
入

者
の

健
康

増
進

を
見

据
え

、
40

歳

未
満

も
含

め
た

医
療

費
・健

診
デ

ー
タ

の
分

析
に

基
づ

く地
域

や
業

態
、
年

代
別

な
ど
の

健

康
課

題
（

喫
煙

や
運

動
、

睡
眠

な
ど
）

に
着

目
し

た
実

効
性

の
あ

る
ポ

ピ
ュ
レ

ー
シ

ョン
ア

プ

ロ
ー

チ
等

を
検

討
・実

施
す

る
。
 

・ 
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

に
つ

い
て

、
産

業
保

健
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
等

と連
携

し
た

取
組

を

積
極

的
に

実
施

す
る

とと
も

に
、
全

国
で

出
前

講
座

等
を

実
施

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り、
事

業
所

に
お

け
る

取
組

の
底

上
げ

を
図

る
。
 

 【重
要

度
:

高
】 

超
高

齢
社

会
に

突
入

し
、
従

業
員

の
平

均
年

齢
上

昇
に

よ
る

健
康

リス
ク

の
増

大
等

の
構

造
的

課
題

に

直
面

し
て

い
る

中
、

健
康

保
険

法
に

基
づ

く保
健

事
業

の
実

施
等

に
関

す
る

指
針

や
事

業
場

に
お

け
る

労

働
者

の
健

康
保

持
増

進
の

た
め

の
指

針
（

Ｔ
Ｈ

Ｐ
指

針
）

等
に

お
い

て
、

コ
ラ

ボ
ヘ

ル
ス

を
推

進
す

る
方

針
が

示
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、
日

本
健

康
会

議
の

宣
言

に
お

い
て

、
「保

険
者

と
とも

に
健

康
経

営
に

取
り
組

 
  

む
企

業
等

を
15

万
社

以
上

とす
る

」と
目

標
が

打
ち

出
さ

れ
る

な
ど、

国
を

挙
げ

て
コ

ラ
ボ

ヘ
ル

ス
を

推
進

し

て
い

る
こ

とか
ら

、
重

要
度

が
高

い
。
 

 ■
 
K
PI

:
健

康
宣

言
事

業
所

数
を

10
6,

00
0

事
業

所
（

※
）

以
上

と
す

る
 

（
※

）
標

準
化

さ
れ

た
健

康
宣

言
の

事
業

所
数

及
び

今
後

標
準

化
さ

れ
た

健
康

宣
言

へ
の

更
新

が
見

込
ま

れ
る

事
業

所
数

 

 

Ⅲ
）

医
療

費
適

正
化

 

①
医

療
資

源
の

適
正

使
用

 

ⅰ
）

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
の

使
用

促
進

 

・ 
協

会
の

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
（

数
量

ベ
ー

ス
）

は
、

20
24

（
令

和
６

）
年

3
月

診
療

分
で

83
.6

％
と、

80
%

以
上

の
水

準
ま

で
達

し
て

い
る

。
使

用
割

合
が

 8
0%

以
上

の
支

部
は

、
こ

の
水

準
を

維
持

・向
上

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
使

用
割

合
が

80
%

未
満

の
支

部
は

、
早

期
に

80
％

以
上

に
到

達
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
き

重

点
的

に
取

り
組

む
地

域
や

年
齢

層
を

明
確

に
し

た
上

で
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
一

層
の

使
用

促
進

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

の
金

額
ベ

ー
ス

の
使

用
割

合
の

数
値

目
標

が
国

か
ら

示
さ

れ
た

こ
と
を

踏
ま

え
つ

つ
、
更

な
る

使
用

促
進

を
図

る
。
 

・ 
加

入
者

に
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

に
つ

い
て

正
確

に
理

解
い

た
だ

け
る

よ
う
、

広
報

等
に

取
り

組
む

。
 

・ 
医

療
機

関
や

地
域

ご
と
に

策
定

す
る

医
薬

品
の

使
用

指
針

で
あ

る
フ

ォ
ー

ミュ
ラ

リに
つ

い

て
、
そ

の
導

入
状

況
等

を
踏

ま
え

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

保
険

者
とし

て
で

き
る

取
組

を
推

進
す

る
。
 

 

ⅱ
）

バ
イ

オ
シ

ミラ
ー

（
バ

イ
オ

後
続

品
）

の
使

用
促

進
 

・ 
国

の
方

針
（

※
１

）
を

踏
ま

え
、

20
24

（
令

和
６

）
年

度
パ

イ
ロ

ット
事

業
の

取
組

結
果

を
も

と
に

、
事

業
の

横
展

開
を

図
る

と
とも

に
、

よ
り
効

果
的

な
手

法
を

確
立

す
べ

く、
引

き
続

き
効

果
検

証
を

行
い

、
効

果
的

な
事

業
実

施
に

つ
な

げ
る

。
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（
※

１
）

「2
02

9（
令

和
11

）
年

度
末

ま
で

に
、
バ

イ
オ

シ
ミラ

ー
に

80
％

以
上

置
き

換
わ

った
成

分

数
が

全
体

の
成

分
数

の
60

％
以

上
に

す
る

こ
と
を

目
指

す
」 

 

ⅲ
）

上
手

な
医

療
の

か
か

り方
 

・ 
医

療
資

源
の

適
正

使
用

の
観

点
か

ら
、
か

か
り
つ

け
医

・か
か

り
つ

け
薬

局
を

持
つ

こ
と
の

意
義

、
時

間
外

受
診

・は
し

ご
受

診
の

問
題

点
、
セ

ル
フ
メ

デ
ィケ

ー
シ

ョン
の

推
進

や
リフ

ィル

処
方

箋
の

仕
組

み
に

つ
い

て
、
加

入
者

へ
の

周
知

・啓
発

を
図

る
。
 

・ 
ポ

リフ
ァー

マ
シ

ー
（

多
剤

服
用

の
有

害
事

象
）

、
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
及

び
医

療
資

源
の

投
入

量
に

地
域

差
が

あ
る

医
療

に
つ

い
て

、
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
き

実
態

等
を

把
握

し

た
上

で
、
医

療
関

係
者

へ
の

情
報

提
供

や
、
加

入
者

へ
の

周
知

・啓
発

を
図

る
。
 

 ⅰ
）

～
ⅲ

）
の

取
組

に
つ

い
て

は
、
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
」を

最
大

限
に

活
用

し
て

事
業

展
開

を
図

る
。
 

 【重
要

度
:

高
】 

国
の

後
発

医
薬

品
に

か
か

る
新

目
標

と
し

て
、
「2

02
9
（

令
和

11
）

年
度

末
ま

で
に

、
医

薬
品

の
安

定
的

な
供

給
を

基
本

と
し

つ
つ

、
後

発
医

薬
品

の
数

量
シ

ェア
を

全
て

の
都

道
府

県
で

80
％

以
上

と
す

る

主
目

標
並

び
に

バ
イ

オ
後

続
品

に
80

％
以

上
置

き
換

わ
った

成
分

数
を

全
体

の
成

分
数

の
60

％
以

上
と

す
る

副
次

目
標

及
び

後
発

医
薬

品
の

金
額

シ
ェア

を
65

％
以

上
とす

る
副

次
目

標
」が

定
め

ら
れ

て
お

り
、

協
会

と
し

て
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

及
び

バ
イ

オ
シ

ミラ
ー

の
使

用
促

進
の

取
組

を
進

め
る

こ
と
は

、
国

の
目

標

達
成

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
重

要
度

が
高

い
。
 

ま
た

、
上

手
な

医
療

の
か

か
り
方

を
啓

発
す

る
こ

と
は

、
患

者
の

金
銭

的
な

負
担

、
時

間
的

な
負

担
、
体

力
的

な
負

担
が

軽
減

さ
れ

る
ほ

か
、
医

療
機

関
、

医
療

従
事

者
へ

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

、
良

質
か

つ
適

切

な
医

療
の

効
率

的
な

提
供

に
資

す
る

こ
と
か

ら
、
重

要
度

が
高

い
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

ほ
ぼ

す
べ

て
の

支
部

で
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

（
数

量
ベ

ー
ス

）
が

80
％

を
超

え
て

お
り、

す
で

 
  

に
非

常
に

高
い

使
用

割
合

とな
って

い
る

こ
とか

ら
、

こ
の

水
準

を
維

持
し

、
対

前
年

度
以

上
の

使
用

割
合

と

す
る

た
め

に
は

、
一

層
の

努
力

が
必

要
とな

る
。
ま

た
、
国

の
副

次
目

標
で

金
額

ベ
ー

ス
の

数
値

目
標

が
新

た

に
設

定
さ

れ
た

が
、
金

額
ベ

ー
ス

の
目

標
達

成
に

向
け

て
は

単
に

数
量

シ
ェア

を
伸

ば
す

だ
け

で
は

な
く、

デ
ー

タ
分

析
の

上
、
効

果
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

の
検

討
が

必
要

とな
る

。
さ

ら
に

、
バ

イ
オ

シ
ミラ

ー
は

、
そ

の
特

性
や

使

用
状

況
、
開

発
状

況
や

国
民

へ
の

認
知

度
等

が
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

とは
大

き
く異

な
る

た
め

、
バ

イ
オ

シ
ミ

ラ
ー

特
有

の
事

情
を

踏
ま

え
た

使
用

促
進

策
を

検
討

し
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
と
も

に
、

医
療

関
係

者
に

働
き

か
け

る
際

に
は

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

以
上

に
医

薬
品

の
専

門
的

な
知

識
が

必
要

と
な

る
。

加
え

て
、

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
及

び
バ

イ
オ

シ
ミラ

ー
の

使
用

促
進

に
つ

い
て

は
、

医
薬

品
の

供
給

不
安

な
ど
協

会
の

努
力

だ
け

で
は

対
応

で
き

な
い

事
柄

の
影

響
を

受
け

る
こ

とと
な

る
た

め
、
困

難
度

が
高

い
。
 

 ■
 
K
PI

:
 

1
）

医
薬

品
の

安
定

的
な

供
給

を
基

本
と
し

つ
つ

、
全

支
部

に
お

い
て

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬

品
使

用
割

合
（

数
量

ベ
ー

ス
）

(※
２

)を
80

％
以

上
と
す

る
。
た

だ
し

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬

品
使

用
割

合
が

80
％

以
上

の
支

部
に

つ
い

て
は

、
年

度
末

時
点

で
対

前
年

度
以

上
と
す

る
。
 

（
※

２
）

医
科

、
D

PC
、
歯

科
、
調

剤
レ

セ
プ

ト
を

対
象

とす
る

 

２
）

バ
イ

オ
シ

ミラ
ー

に
80

％
（

※
３

）
以

上
置

き
換

わ
っ
た

成
分

数
が

全
体

の
成

分
数

の

21
％

（
※

４
）

以
上

とす
る

 

（
※

３
）

 
数

量
ベ

ー
ス

 
（

※
４

）
 
成

分
数

ベ
ー

ス
 

３
）

全
支

部
で

、
20

24
（

令
和

６
）

年
度

パ
イ

ロ
ット

事
業

を
横

展
開

し
た

バ
イ

オ
シ

ミラ

ー
使

用
促

進
事

業
を

開
始

し
、
医

療
機

関
や

関
係

者
へ

の
働

き
か

け
を

実
施

す
る

。
 

４
）

医
薬

品
の

安
定

的
な

供
給

を
基

本
と
し

つ
つ

、
協

会
の

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
（

金
額

ベ
ー

ス
）

（
※

２
）

を
対

前
年

度
以

上
とす

る
。
 

 

②
地

域
の

医
療

提
供

体
制

等
へ

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
意

見
発

信
 

ⅰ
）

医
療

計
画

及
び

医
療

費
適

正
化

計
画

に
係

る
意

見
発

信
 

・ 
医

療
計

画
及

び
医

療
費

適
正

化
計

画
に

掲
げ

ら
れ

た
内

容
の

着
実

な
実

施
に

向
け

て
、
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都
道

府
県

の
取

組
の

進
捗

状
況

を
把

握
し

つ
つ

、
協

会
が

保
有

す
る

医
療

費
・健

診
デ

ー

タ
の

分
析

結
果

を
活

用
し

、
他

の
保

険
者

等
と
も

連
携

し
て

、
積

極
的

に
意

見
発

信
を

行
う
。
 

 ⅱ
）

医
療

提
供

体
制

等
に

係
る

意
見

発
信

 

・ 
効

率
的

・効
果

的
な

医
療

提
供

体
制

の
構

築
に

向
け

て
、

地
域

医
療

構
想

調
整

会
議

や
医

療
審

議
会

、
健

康
づ

くり
や

医
療

費
適

正
化

に
関

す
る

都
道

府
県

の
会

議
に

お
い

て
、

協
会

が
保

有
す

る
医

療
費

・健
診

デ
ー

タ
の

分
析

結
果

（
医

療
費

の
地

域
差

や
患

者
の

流
出

入
状

況
等

）
や

国
・都

道
府

県
等

か
ら

提
供

さ
れ

た
医

療
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く効
果

的
な

意
見

発
信

を
行

う
。
 

 ⅲ
）

医
療

保
険

制
度

の
持

続
可

能
性

の
確

保
等

に
向

け
た

意
見

発
信

 

・ 
協

会
の

財
政

が
今

後
厳

し
さ

を
増

す
こ

とが
予

想
さ

れ
る

こ
とを

踏
ま

え
、
医

療
保

険
部

会

や
中

央
社

会
保

険
医

療
協

議
会

等
の

国
の

会
議

に
お

い
て

、
加

入
者

の
健

康
増

進
や

医

療
保

険
制

度
の

持
続

可
能

性
の

確
保

、
地

域
包

括
ケ

ア
の

構
築

等
に

関
す

る
意

見
発

信

を
積

極
的

に
行

う。
 

・ 
ま

た
、

持
続

可
能

な
医

療
保

険
制

度
の

構
築

に
向

け
て

、
国

に
対

し
、
関

係
団

体
とも

連

携
し

つ
つ

、
医

療
保

険
制

度
改

革
に

係
る

要
請

を
行

う
。
 

 【重
要

度
:

高
】 

効
果

的
・効

率
的

な
医

療
提

供
体

制
の

構
築

や
中

⾧
期

的
な

視
点

に
よ

る
財

政
運

営
の

実
現

に
向

け

て
、
国

や
都

道
府

県
に

対
し

、
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
意

見
発

信
を

行
う
こ

と
は

、
日

本
最

大
の

医
療

保
険

者
と

し
て

医
療

保
険

制
度

を
将

来
に

わ
た

って
安

定
的

に
引

き
継

い
で

い
くた

め
に

不
可

欠
な

取
組

で
あ

り、
重

要

度
が

高
い

。
 

 

③
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

の
実

施
及

び
検

証
 

・ 
20

21
（

令
和

３
）

年
度

に
見

直
し

を
行

った
イ

ン
セ

ン
テ

ィブ
制

度
を

着
実

に
実

施
す

る
。
 

・ 
現

行
制

度
の

枠
組

み
の

あ
り
方

に
関

す
る

今
後

の
見

直
し

の
検

討
に

向
け

て
、

イ
ン

セ
ン

 
  

テ
ィブ

制
度

に
対

す
る

政
府

の
方

針
、

健
康

保
険

組
合

・共
済

組
合

に
お

け
る

後
期

高
齢

者
支

援
金

加
算

・減
算

制
度

の
実

施
状

況
等

を
注

視
す

る
。
 

・ 
加

入
者

及
び

事
業

主
に

イ
ン

セ
ン

テ
ィブ

制
度

の
仕

組
み

や
意

義
を

理
解

い
た

だ
け

る
よ

う
、

周
知

広
報

を
行

う
。
 

 

Ⅳ
）

広
報

活
動

や
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
」を

通
じ

た
加

入
者

等
の

理
解

促
進

 
 

・ 
協

会
の

運
営

の
持

続
可

能
性

を
維

持
す

る
た

め
に

は
、

医
療

費
適

正
化

の
意

義
や

健

康
づ

くり
等

の
協

会
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

、
加

入
者

・事
業

主
に

正
確

に
理

解
し

て
い

た
だ

くこ
とが

必
要

で
あ

る
。
 

・ 
こ

の
た

め
、
統

一
的

・計
画

的
・効

果
的

な
広

報
の

取
組

を
強

化
し

、
協

会
と
し

て
目

指

す
べ

き
広

報
の

姿
を

示
す

「広
報

基
本

方
針

」に
基

づ
き

、
具

体
的

な
広

報
内

容
・広

報
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

提
示

す
る

「広
報

計
画

」を
策

定
し

、
実

施
す

る
。
 

・ 
具

体
的

に
は

、
 

 
①

加
入

者
・事

業
主

目
線

で
、
分

か
りや

す
く、

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

広
報

を
実

施
す

る
 

 
②

テ
ー

マ
に

応
じ

た
多

様
な

広
報

媒
体

や
手

法
を

組
み

合
わ

せ
た

効
果

的
な

広
報

を
実

施
す

る
 

 
③

本
部

は
統

一
的

観
点

か
ら

、
支

部
は

地
域

・職
域

特
性

を
踏

ま
え

、
連

携
し

て
広

報
を

実
施

す
る

 

 
④

評
価

・検
証

・改
善

の
プ

ロ
セ

ス
（

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
）

を
回

す
こ

とを
基

本
姿

勢
とし

、

協
会

の
財

政
状

況
や

医
療

費
適

正
化

・健
康

づ
くり

等
の

取
組

に
つ

い
て

、
よ

り
積

極
的

に
発

信
し

、
加

入
者

・事
業

主
に

一
層

の
理

解
・協

力
を

求
め

て
い

く。
 

・ 
「令

和
７

年
度

本
部

広
報

計
画

」に
基

づ
き

、
特

に
、

最
重

点
広

報
テ

ー
マ

の
「令

和
８

年
度

保
険

料
率

改
定

」、
「健

診
体

系
の

見
直

し
」（

現
役

世
代

へ
の

健
診

事
業

の
拡

充
）

に
つ

い
て

、
加

入
者

・事
業

主
の

一
層

の
理

解
を

得
て

い
け

る
よ

う
、

広
報

内
容

や
方

法
を

工
夫

の
上

、
本

部
・支

部
で

一
体

的
・積

極
的

に
広

報
を

行
う
。
 

・ 
本

部
に

お
い

て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

全
支

部
共

通
広

報
資

材
等

の
統

一
的

に
使

用
可

能
な

各
種

広
報

ツ
ー

ル
に

よ
り
、

全
国

で
一

律
に

周
知

す
べ

き
内

容
を

中
心

と
し

た
広

報
を
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実
施

す
る

。
特

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

目
線

で
改

善
を

図
る

とと
も

に
、
更

な

る
利

便
性

や
わ

か
り
や

す
さ

の
向

上
の

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リニ
ュ
ー

ア
ル

に
向

け
た

作
業

を
着

実
に

進
め

る
。
 

・ 
ま

た
、

協
会

の
象

徴
的

位
置

づ
け

で
あ

っ
た

健
康

保
険

証
が

新
規

に
発

行
さ

れ
な

くな
る

こ
とか

ら
、
よ

り一
層

「協
会

け
ん

ぽ
」の

認
知

度
向

上
や

S
D

G
ｓ

に
資

す
る

活
動

を
含

め
た

協
会

の
社

会
的

役
割

の
理

解
促

進
に

取
り組

む
。
 

・ 
支

部
に

お
い

て
は

、
広

報
テ

ー
マ

に
応

じ
た

広
報

資
材

を
活

用
す

る
と
と
も

に
、

地
域

・職

域
特

性
を

踏
ま

え
た

き
め

細
か

い
広

報
及

び
地

元
メ

デ
ィア

へ
の

積
極

的
な

発
信

を
行

う
。

ま

た
、
加

入
者

へ
直

接
届

け
る

こ
とが

で
き

る
媒

体
で

あ
る

S
N

S
（

LI
N

E）
、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

の
活

用
に

取
り組

む
。
 

・ 
健

康
保

険
委

員
に

つ
い

て
、
委

嘱
拡

大
に

取
り組

む
と
とも

に
、
健

康
保

険
委

員
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
健

康
保

険
制

度
に

関
す

る
相

談
対

応
や

従
業

員
の

健
康

づ
くり

等

に
つ

い
て

、
研

修
会

や
広

報
誌

等
を

通
じ

て
情

報
提

供
を

行
う
。

ま
た

、
更

に
健

康
保

険
委

員
の

活
動

を
活

性
化

さ
せ

る
取

組
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

 ■
 
K
PI

:
 

１
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

数
を

1
億

3,
70

0
万

以
上

とす
る

 

２
）

全
支

部
で

SN
S（

LI
N

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

）
を

運
用

し
、
毎

月
情

報
発

信
を

行
う 

３
）

全
被

保
険

者
数

に
占

め
る

健
康

保
険

委
員

が
委

嘱
さ

れ
て

い
る

事
業

所
の

被
保

険

者
数

の
割

合
を

54
％

以
上

とす
る

とと
も

に
、
委

嘱
事

業
所

数
の

拡
大

に
も

取
り組

み
、

委
嘱

事
業

所
数

を
対

前
年

度
以

上
とす

る
 

 （
３

）
保

険
者

機
能

の
強

化
を

支
え

る
組

織
・運

営
体

制
等

の
整

備
 

 Ⅰ
）

人
事

・組
織

 

①
人

事
制

度
の

適
正

な
運

用
 

・ 
目

標
に

対
す

る
実

績
や

発
揮

さ
れ

た
能

力
に

基
づ

く人
事

評
価

の
結

果
を

適
正

に
処

遇

 
  

に
反

映
す

る
こ

とで
実

績
や

能
力

本
位

か
つ

適
材

適
所

の
人

事
を

推
進

す
る

。
 

・ 
更

な
る

保
険

者
機

能
の

強
化

・発
揮

に
向

け
組

織
の

強
化

を
図

る
た

め
、
職

員
の

能
力

・

適
性

に
応

じ
た

働
き

方
が

で
き

る
よ

う
人

事
制

度
の

見
直

し
を

行
い

、
協

会
の

理
念

を
実

現

す
る

職
員

の
育

成
を

推
進

す
る

。
 

 ②
新

た
な

業
務

の
あ

り
方

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

な
人

員
配

置
 

・ 
支

部
の

戦
略

的
保

険
者

機
能

の
強

化
や

本
部

機
能

の
強

化
を

図
る

観
点

か
ら

、
支

部

の
業

務
量

の
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

実
態

に
応

じ
て

本
・支

部
の

人
員

を
見

直
し

、
人

事
異

動
等

の
機

会
を

とら
え

て
戦

略
的

な
人

員
配

置
を

進
め

る
。
 

 ③
更

な
る

保
険

者
機

能
の

発
揮

に
向

け
た

人
材

の
育

成
 

・ 
保

険
者

機
能

を
一

層
発

揮
す

る
た

め
、
職

員
の

キ
ャ
リア

形
成

を
計

画
的

か
つ

効
果

的

に
行

う
観

点
か

ら
、
職

場
で

は
業

務
経

験
を

通
じ

て
職

員
の

成
⾧

を
促

し
、
ま

た
、
役

職
に

応

じ
た

階
層

別
研

修
及

び
業

務
遂

行
上

必
要

と
な

る
専

門
的

な
ス

キ
ル

等
を

習
得

す
る

業
務

別
研

修
を

組
み

合
わ

せ
て

実
施

す
る

こ
とで

組
織

基
盤

の
底

上
げ

を
図

る
。
 

・ 
加

え
て

、
更

な
る

保
険

者
機

能
の

発
揮

に
必

要
と
な

る
能

力
を

兼
ね

揃
え

た
人

材
を

育

成
す

る
た

め
、
研

修
の

体
系

や
内

容
等

の
見

直
し

を
引

き
続

き
検

討
す

る
。
 

・ 
そ

の
他

、
支

部
が

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
等

に
応

じ
た

研
修

を
行

う
ほ

か
、

受
講

者
参

加
型

の

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
や

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

り多
様

な
研

修
機

会
の

確
保

を
図

る
。
ま

た
、
通

信
教

育
講

座
に

よ
る

自
己

啓
発

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。
 

 ④
働

き
方

改
革

の
推

進
 

・ 
協

会
の

職
員

に
と
っ
て

健
康

で
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
整

備
し

、
加

入
者

及
び

事
業

主
の

た
め

の
業

務
に

効
率

的
に

取
り
組

め
る

よ
う
、

健
康

経
営

の
推

進
、

次
世

代
育

成
支

援
及

び
女

性
活

躍
の

推
進

、
福

利
厚

生
の

充
実

を
柱

とし
た

協
会

の
働

き
方

改
革

を
推

進

す
る

。
 

・ 
具

体
的

に
は

、
病

気
の

治
療

、
子

育
て

・介
護

等
と
仕

事
の

両
立

支
援

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
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防
止

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

等
の

取
組

を
進

め
る

。
 

・ 
ま

た
、
法

律
に

基
づ

き
協

会
が

策
定

し
た

一
般

事
業

主
行

動
計

画
に

沿
っ
て

、
年

次
有

給
休

暇
や

育
児

休
業

の
取

得
促

進
に

取
り組

む
。
 

 ⑤
風

通
し

の
よ

い
組

織
づ

くり
 

・ 
協

会
職

員
が

共
通

の
目

的
意

識
の

も
と
に

保
険

者
機

能
の

発
揮

に
取

り
組

む
こ

と
が

可

能
と
な

る
よ

う
、
本

部
・支

部
間

や
支

部
間

の
連

携
の

よ
り
一

層
の

強
化

に
向

け
て

、
研

修
の

際
、

討
論

の
場

を
設

け
る

な
ど
、

職
員

同
士

の
様

々
な

意
見

交
換

や
情

報
交

換
の

機
会

づ

くり
に

積
極

的
に

取
り組

み
、
課

題
の

把
握

力
及

び
解

決
力

の
強

化
に

努
め

る
。
 

・ 
本

部
の

主
要

課
題

や
支

部
の

取
組

の
好

事
例

な
ど
を

広
く職

員
が

共
有

で
き

る
よ

う
社

内
報

を
発

行
し

、
組

織
内

の
情

報
発

信
の

強
化

に
取

り組
む

。
 

 ⑥
支

部
業

績
評

価
を

通
じ

た
支

部
の

取
組

の
向

上
 

・ 
支

部
業

績
評

価
の

評
価

項
目

や
評

価
方

法
を

必
要

に
応

じ
見

直
し

、
他

支
部

と
の

比

較
を

通
じ

て
各

支
部

の
業

績
を

向
上

さ
せ

、
協

会
全

体
の

取
組

の
底

上
げ

を
図

る
。
 

 Ⅱ
）

内
部

統
制

等
 

①
内

部
統

制
の

強
化

 

・ 
リス

ク
の

発
生

の
抑

制
及

び
リス

ク
が

発
生

し
た

場
合

の
損

失
の

最
小

化
を

図
る

た
め

、
業

務
遂

行
の

阻
害

と
な

る
リス

ク
の

網
羅

的
な

洗
い

出
し

、
分

析
、
評

価
、

対
策

の
検

討
等

の

取
組

を
拡

充
す

る
。
 

・ 
的

確
な

業
務

遂
行

の
た

め
本

部
・支

部
が

自
ら

実
施

す
る

点
検

に
つ

い
て

、
実

効
性

を
高

め
る

取
組

を
推

進
す

る
。
 

・ 
適

正
か

つ
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

た
め

、
多

岐
に

わ
た

る
規

程
、
細

則
、

マ
ニ

ュ
ア

ル

等
を

点
検

し
、
体

系
的

に
整

備
を

進
め

る
。
 

・ 
階

層
別

研
修

や
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

活
用

等
に

よ
り
、
職

員
が

協
会

の
内

部
統

制
や

リス
ク

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

し
た

上
で

常
に

高
い

意
識

を
持

っ
て

業
務

遂
行

で
き

る
よ

う

 
  

意
識

啓
発

を
図

る
。
 

 ②
個

人
情

報
の

保
護

の
徹

底
 

・ 
保

有
す

る
個

人
情

報
の

漏
洩

等
を

防
止

し
、

厳
格

に
管

理
す

る
た

め
、

全
職

員
に

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。
 

・ 
本

部
・支

部
に

お
い

て
個

人
情

報
保

護
管

理
委

員
会

を
開

催
し

、
個

人
情

報
保

護
管

理
体

制
の

現
状

把
握

と問
題

点
の

是
正

を
通

じ
て

、
個

人
情

報
の

保
護

の
徹

底
を

図
る

。
 

 

③
法

令
等

規
律

の
遵

守
（

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

）
の

徹
底

 

・ 
協

会
の

社
会

的
信

頼
の

維
持

及
び

業
務

の
公

正
性

の
確

保
に

資
す

る
た

め
、

全
職

員

に
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
研

修
等

を
実

施
す

る
こ

とに
よ

り、
職

員
一

人
ひ

とり
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

意
識

の
向

上
を

図
る

。
 

・ 
本

部
・支

部
に

お
い

て
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
委

員
会

を
開

催
し

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

係
る

取

組
を

推
進

す
る

。
 

・ 
外

部
相

談
窓

口
（

コ
ン

プ
ラ

ほ
っと

ラ
イ

ン
）

等
に

通
報

・相
談

の
あ

った
内

容
に

つ
い

て
、

速
や

か
に

対
応

し
必

要
な

是
正

措
置

を
講

じ
る

。
ま

た
、

相
談

窓
口

の
周

知
及

び
制

度
に

関
す

る
研

修
を

継
続

的
に

実
施

し
つ

つ
、
運

用
の

問
題

点
等

を
適

切
に

把
握

し
、
そ

の
改

善

に
努

め
る

。
 

 ④
災

害
等

の
対

応
 

・ 
大

規
模

自
然

災
害

等
に

備
え

、
定

期
的

に
緊

急
時

の
連

絡
体

制
等

を
確

認
し

、
訓

練

や
研

修
を

実
施

す
る

。
 

・ 
業

務
継

続
計

画
書

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
な

ど
各

種
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に

つ
い

て
必

要
な

見
直

し
を

行
う
。
 

 

⑤
外

的
環

境
の

変
化

に
対

応
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

整
備

 

・ 
事

業
所

及
び

加
入

者
等

の
個

人
情

報
を

確
実

に
保

護
す

る
た

め
、
情

報
セ

キ
ュ
リテ

ィ体
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制
を

維
持

し
つ

つ
、

情
報

通
信

技
術

の
高

度
化

、
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

多
様

化
・巧

妙
化

な
ど
、

環
境

の
変

化
に

応
じ

た
継

続
的

な
技

術
的

・人
的

対
策

を
図

る
。
 

 ⑥
費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

た
コ

ス
ト

削
減

等
 

・ 
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

確
保

に
留

意
し

つ
つ

全
職

員
が

適
切

な
コ

ス
ト

意
識

を
持

っ
て

、
競

争

入
札

や
全

国
一

括
入

札
、

消
耗

品
の

発
注

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
随

時
発

注
に

よ
る

適
切

な
在

庫
管

理
等

を
引

き
続

き
行

い
、
経

費
の

節
減

に
努

め
る

。
 

・ 
調

達
に

当
た

って
、
10

0
万

円
を

超
え

る
調

達
は

一
般

競
争

入
札

を
原

則
とす

る
。
ま

た
、

高
額

な
随

意
契

約
を

行
う
場

合
は

、
調

達
審

査
委

員
会

に
お

い
て

調
達

内
容

、
調

達
方

法
、

調
達

に
要

す
る

費
用

の
妥

当
性

の
審

査
を

す
る

とと
も

に
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

調
達

結
果

等
を

公
表

し
、
透

明
性

を
確

保
す

る
。
 

・ 
更

に
、

調
達

に
お

け
る

競
争

性
を

高
め

る
た

め
、

一
者

応
札

案
件

に
つ

い
て

は
、
入

札
に

参
加

し
な

か
っ
た

業
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
等

を
実

施
す

る
な

ど
に

よ
り
、

案
件

数
の

減
少

に
努

め
る

。
 

・ 
ま

た
、

少
額

随
意

契
約

の
範

囲
内

に
お

い
て

も
、
可

能
な

限
り
一

般
競

争
入

札
又

は
見

積
競

争
公

告
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

調
達

案
件

を
公

示
し

広
く見

積
書

の
提

出
を

募
る

方

法
）

を
実

施
す

る
。
 

 ■
 

K
PI

:
一

般
競

争
入

札
に

占
め

る
一

者
応

札
案

件
の

割
合

に
つ

い
て

、
15

％
以

下
と

す
る

 

  Ⅲ
）

シ
ス

テ
ム

整
備

 

①
協

会
シ

ス
テ

ム
の

安
定

運
用

 

・ 
協

会
の

基
盤

的
業

務
（

現
金

給
付

の
支

払
い

等
）

が
停

止
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、

日
々

の
運

行
監

視
や

シ
ス

テ
ム

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
務

を
確

実
に

実
施

す
る

。
 

・ 
安

定
稼

働
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
各

種
サ

ー
バ

ー
や

O
S

の
バ

ー
ジ

ョン
ア

ップ
等

の
対

 
  

応
を

適
切

に
実

施
し

、
協

会
シ

ス
テ

ム
を

安
定

稼
働

さ
せ

る
。

あ
わ

せ
て

、
20

26
（

令
和

８
）

年
１

月
の

基
盤

中
期

更
改

に
お

い
て

も
協

会
シ

ス
テ

ム
の

安
定

的
な

運
用

を
継

続
す

る
。
 

 ②
制

度
改

正
等

に
係

る
適

切
な

シ
ス

テ
ム

対
応

 

・ 
法

律
改

正
、

制
度

改
正

及
び

外
部

機
関

に
お

け
る

シ
ス

テ
ム

の
変

更
等

に
対

し
、

内
外

の
関

係
各

所
と
調

整
し

な
が

ら
確

実
な

要
件

定
義

を
行

い
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
遵

守
し

て
適

切
な

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。
 

 【重
要

度
:

高
】 

国
の

デ
ジ

タ
ル

・ガ
バ

メ
ン

ト
実

行
計

画
に

基
づ

く電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
20

26
（

令

和
８

）
年

３
月

ま
で

に
す

べ
て

の
法

定
帳

票
を

電
子

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
協

会
に

お
け

る
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
の

対
応

は
20

25
（

令
和

７
）

年
度

末
ま

で
の

実
施

を
予

定
し

て
お

り
、
加

入
者

及
び

事
業

主
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と
か

ら
重

要
度

が
高

い
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

は
、
す

べ
て

の
法

定
帳

票
を

含
む

30
帳

票
へ

の
対

応
に

加
え

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー

ト
フ
ォ
ン

・タ
ブ

レ
ット

等
マ

ル
チ

デ
バ

イ
ス

へ
の

対
応

、
お

よ
び

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
と
の

連
携

機
能

の
実

現
等

が
必

要
で

あ
り、

シ
ス

テ
ム

の
改

修
規

模
が

大
規

模
で

あ
る

。
 

ま
た

、
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
の

対
応

と並
行

し
て

、
20

26
（

令
和

８
）

年
１

月
に

向
け

て
マ

イ
ナ

ン
バ

ー

カ
ー

ド
と健

康
保

険
証

の
一

体
化

に
対

す
る

本
格

対
応

を
行

って
お

り
、
そ

の
他

の
制

度
改

正
対

応
等

を
含

め
、
限

ら
れ

た
期

限
内

に
開

発
を

完
了

す
る

必
要

が
あ

る
こ

とか
ら

困
難

度
が

高
い

。
 

 ③
業

務
効

率
化

を
目

指
し

た
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
機

能
向

上
 

・ 
各

業
務

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
業

務
効

率
化

の
効

果
が

最
大

限
に

得
ら

れ
る

よ
う
、
シ

ス
テ

ム
上

の
懸

案
事

項
や

課
題

を
整

理
し

、
更

な
る

機
能

向
上

を
図

る
。
 

 ④
中

⾧
期

を
見

据
え

た
シ

ス
テ

ム
対

応
の

実
現
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ⅰ
）

協
会

の
D

X
（

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ
ー

メ
ー

シ
ョン

）
の

推
進

に
向

け
、

先
進

的
な

デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

協
会

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。
 

・ 
加

入
者

と
協

会
を

直
接

繋
ぐ
新

た
な

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

の
実

現
に

向
け

た
、
協

会
と
し

て
初

の
ス

マ
ー

ト
フ
ォ
ン

用
ア

プ
リケ

ー
シ

ョン
を

開
発

す
る

。
 

・ 
保

健
事

業
の

業
務

の
あ

り
方

検
討

等
を

踏
ま

え
次

期
保

健
事

業
シ

ス
テ

ム
の

要
件

定
義

に
着

手
す

る
。
 

・ 
次

期
の

シ
ス

テ
ム

更
改

に
向

け
て

、
先

進
的

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
等

を
活

用
し

た
新

シ
ス

テ
ム

の
計

画
策

定
に

着
手

す
る

。
 

 ⅱ
）

機
器

の
更

改
及

び
製

品
の

バ
ー

ジ
ョン

ア
ップ

対
応

を
行

う
た

め
の

基
盤

中
期

更
改

に

つ
い

て
、

20
26

（
令

和
８

）
年

１
月

の
サ

ー
ビ

ス
イ

ン
に

向
け

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

遵
守

し
確

実
に

実
施

す
る

。
 

 【重
要

度
:

高
】 

協
会

に
お

け
る

D
X

の
推

進
は

、
協

会
内

の
業

務
効

率
化

に
と
どま

ら
ず

、
加

入
者

・事
業

主
の

利
便

性

及
び

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

繋
が

る
も

の
で

あ
る

。
特

に
、
ス

マ
ー

ト
フ
ォ
ン

用
ア

プ
リケ

ー
シ

ョン
の

開
発

は
、
加

入

者
と
協

会
を

直
接

繋
ぐ
初

の
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り
、
こ

れ
を

用
い

て
、
こ

れ
ま

で
以

上
に

よ
り直

接
的

な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

で
き

る
こ

とと
な

る
。

協
会

で
行

う
業

務
は

シ
ス

テ
ム

が
必

要
不

可
欠

と
な

っ
て

い
る

こ
とか

ら
、

次

期
保

健
事

業
シ

ス
テ

ム
、
及

び
次

期
協

会
シ

ス
テ

ム
の

開
発

や
基

盤
中

期
更

改
を

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

遵
守

し
つ

つ
、
着

実
に

進
捗

さ
せ

る
こ

とは
、
協

会
業

務
の

基
礎

とな
る

も
の

で
あ

り
、
重

要
度

が
高

い
。
 

 【困
難

度
:

高
】 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

に
つ

い
て

は
、

加
入

者
と
協

会
を

直
接

繋
ぐ初

の
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス

で
あ

り、
ま

た
、

協
会

と
し

て
新

た
な

開
発

手
法

を
用

い
る

開
発

で
あ

る
こ

とか
ら

確
実

に
実

施
す

る
必

要
が

あ

る
。

 次
期

保
健

事
業

シ
ス

テ
ム

、
及

び
次

期
協

会
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
お

い
て

は
、
高

い
セ

キ
ュ
リテ

ィレ
ベ

ル
を

維
持

し
つ

つ
、
先

進
的

な
デ

ジ
タ

ル
技

術
等

の
導

入
の

検
討

や
検

証
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
 

 
  

ま
た

、
基

盤
中

期
更

改
は

、
改

修
対

象
が

大
規

模
で

あ
り
、
多

数
の

関
係

事
業

者
に

よ
って

開
発

を
行

っ

て
い

る
た

め
、
す

べ
て

の
事

業
者

に
つ

い
て

進
捗

遅
れ

や
手

戻
り等

が
発

生
し

な
い

よ
うに

調
整

・連
携

し
な

が

ら
、
確

実
な

進
捗

管
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

こ
れ

ら
の

対
応

を
並

行
し

て
実

施
し

て
い

く必
要

が
あ

る
こ

とか
ら

、
困

難
度

が
高

い
。
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  令

和
７

年
度

事
業

計
画

 K
PI

一
覧

表
 

 １
．

基
盤

的
保

険
者

機
能

の
盤

石
化

 
具

体
的

施
策

 
K
PI

 
参

考
:

令
和

５
年

度
末

 
Ⅱ

）
業

務
改

革
の

実
践

と
業

務
品

質
の

向
上

 
②

サ
ー

ビ
ス

水
準

の
向

上
 

１
）

 
サ

ー
ビ

ス
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
の

達
成

状
況

を
10

0％
とす

る
 

 ２
）

 
サ

ー
ビ

ス
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
の

平
均

所
要

日
数

7
日

以
内

を
維

持
す

る
 

 ３
）

 
現

金
給

付
等

の
申

請
書

類
に

係
る

窓
口

で
の

受
付

率
を

対
前

年
度

以
下

とす
る

 
 

１
）

99
.9

9％
 

  ２
）

【新
設

】 
  ３

）
【新

設
】 

 

Ⅱ
）

業
務

改
革

の
実

践
と

業
務

品
質

の
向

上
 

④
 
レ

セ
プ

ト
点

検
の

精
度

向
上

 
 

１
）

 
協

会
の

レ
セ

プ
ト

点
検

の
査

定
率

（
※

）
に

つ
い

て
対

前
年

度
以

上
とす

る
 

（
※

）
査

定
率

＝
協

会
の

レ
セ

プ
ト

点
検

に
よ

り査
定

（
減

額
）

し
た

額
÷

協
会

の
医

療
費

総
額

 
 ２

）
 
協

会
の

再
審

査
レ

セ
プ

ト
1

件
当

た
り

の
査

定
額

を
対

前
年

度
以

上
とす

る
 

 

１
）

【新
設

】 
     ２

）
8,

47
2

円
 

Ⅱ
）

業
務

改
革

の
実

践
と

業
務

品
質

の
向

上
 

⑤
 

債
権

管
理

・回
収

と
返

納
金

債
権

発
生

防
止

の
強

化
 

 

返
納

金
債

権
（

診
療

報
酬

返
還

金
（

不
当

請
求

）
を

除
く。

）
の

回
収

率
を

対
前

年
度

以
上

と
す

る
 

【新
設

】 
 

 ２
．

戦
略

的
保

険
者

機
能

の
一

層
の

発
揮

 
具

体
的

施
策

 
K
PI

 
参

考
:

令
和

５
年

度
末

 
Ⅱ

）
健

康
づ

くり
 

②
 

特
定

健
診

実
施

率
・

事
業

者
健

診
デ

ー
タ

取
得

率
等

の
向

上
 

１
）

 
健

診
実

施
者

数
（

事
業

者
健

診
デ

ー
タ

取
得

者
数

を
含

む
）

を
対

前
年

度
以

上
と

す
る

 
 ２

）
 

生
活

習
慣

病
予

防
健

診
実

施
率

を
63

.5
%

以
上

と
す

る
 

 ３
）

 
事

業
者

健
診

デ
ー

タ
取

得
率

を
9.

0％
以

上
とす

る
 

 ４
）

 
被

扶
養

者
の

特
定

健
診

実
施

率
を

１
）

【新
設

】 
   ２

）
57

.7
%

 
  ３

）
7.

1％
 

  ４
）

28
.3

％
 

 
  

31
.6

％
以

上
とす

る
 

 
Ⅱ

）
健

康
づ

くり
 

③
特

定
保

健
指

導
実

施
率

及
び

質
の

向
上

 

１
）

 
特

定
保

健
指

導
実

績
評

価
者

数
を

対
前

年
度

以
上

と
す

る
 

 ２
）

 
被

保
険

者
の

特
定

保
健

指
導

実
施

率
を

24
.3

％
以

上
とす

る
 

 ３
）

 
被

扶
養

者
の

特
定

保
健

指
導

実
施

率
を

19
.4

％
以

上
とす

る
 

 

１
）

【新
設

】 
  ２

）
19

.8
％

 
  ３

）
15

.6
％

 

Ⅱ
）

健
康

づ
くり

 
④

 
重

症
化

予
防

対
策

の
推

進
 

血
圧

、
血

糖
、

脂
質

の
未

治
療

者
に

お
い

て
健

診
受

診
月

か
ら

10
か

月
以

内
に

医
療

機
関

を
受

診
し

た
者

の
割

合
（

※
）

を
対

前
年

度
以

上
と
す

る
 

（
※

）
20

25
（

令
和

７
）

年
度

か
ら

開
始

す
る

胸
部

エ
ック

ス
線

検
査

に
基

づ
く受

診
勧

奨
に

お
け

る
医

療
機

関
受

診
率

を
除

く 
 

【新
設

】 
 

Ⅱ
）

健
康

づ
くり

 
⑤

コ
ラ

ボ
ヘ

ル
ス

の
推

進
 

健
康

宣
言

事
業

所
数

を
1
06

,0
00

事
業

所
（

※
）

以
上

とす
る

 
（

※
）

標
準

化
さ

れ
た

健
康

宣
言

の
事

業
所

数
及

び
今

後
標

準
化

さ
れ

た
健

康
宣

言
へ

の
更

新
が

見
込

ま
れ

る
事

業
所

数
 

 

94
,7

40
事

業
所

 

Ⅲ
）

医
療

費
の

適
正

化
 

①
 

医
療

資
源

の
適

正
使

用
 

１
）

 
医

薬
品

の
安

定
的

な
供

給
を

基
本

と
し

つ
つ

、
全

支
部

に
お

い
て

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

（
数

量
ベ

ー
ス

）
(※

２
)を

80
％

以
上

と
す

る
。
た

だ
し

、
ジ

ェネ
リッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

が
80

％
以

上
の

支
部

に
つ

い
て

は
、
年

度
末

時
点

で
対

前
年

度
以

上
と
す

る
。
 

（
※

２
）

医
科

、
D

PC
、

歯
科

、
調

剤
レ

セ
プ

ト
を

対
象

と
す

る
 

 ２
）

 
バ

イ
オ

シ
ミラ

ー
に

80
％

（
※

３
）

以
上

置
き

換
わ

っ
た

成
分

数
が

全
体

の
成

分
数

の
21

％
（

※
４

）
以

上
とす

る
 

（
※

３
）

 
数

量
ベ

ー
ス

 
（

※
４

）
 
成

分
数

ベ
ー

ス
 

 ３
）

 
全

支
部

で
、
20

24
（

令
和

６
）

年
度

パ
イ

ロ
ット

事
業

を
横

展
開

し
た

バ
イ

オ
シ

ミラ
ー

使
用

促
進

事
業

を
開

始
し

、
医

療
機

関
や

関
係

者
へ

の
働

き
か

け
を

実
施

す
る

 

１
）

44
支

部
 

        ２
）

【新
設

】 
     ３

）
【新

設
】 
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 ４
）

 
医

薬
品

の
安

定
的

な
供

給
を

基
本

と
し

つ
つ

、
協

会
の

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
（

金
額

ベ
ー

ス
）

（
※

２
）

を
対

前
年

度
以

上
と
す

る
。
 

 

 ４
）

【新
設

】 

Ⅳ
）

広
報

活
動

や
「顔

の
見

え
る

地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
」を

通
じ

た
加

入
者

等
の

理
解

促
進

 

 

１
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

数
を

1
億

3,
70

0
万

以
上

と
す

る
 

 ２
）

 
全

支
部

で
SN

S
（

LI
N

E
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

）
を

運
用

し
、
毎

月
情

報
発

信
を

行
う
 

 ３
）

全
被

保
険

者
数

に
占

め
る

健
康

保
険

委
員

が
委

嘱
さ

れ
て

い
る

事
業

所
の

被
保

険
者

数
の

割
合

を
54

％
以

上
とす

る
と
と
も

に
、

委
嘱

事
業

所
数

の
拡

大
に

も
取

り
組

み
、

委
嘱

事
業

所
数

を
対

前
年

度
以

上
と
す

る
 

 

１
）

【新
設

】 
  ２

）
【新

設
】 

  ３
）

52
.6

％
、

29
9,

53
8 

事
業

所
 

 ３
．

保
険

者
機

能
の

強
化

を
支

え
る

組
織

・運
営

体
制

等
の

整
備

 
具

体
的

施
策

 
K
PI

 
参

考
:

令
和

５
年

度
末

 
Ⅱ

）
内

部
統

制
等

 
⑤

 
費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

た
コ

ス
ト

削
減

等
 

 

一
般

競
争

入
札

に
占

め
る

一
者

応
札

案
件

の
割

合
に

つ
い

て
、
15

％
以

下
とす

る
 

9.
9％
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    １

．
予

算
総

則
 

令
和

７
事

業
年

度
に

お
け

る
全

国
健

康
保

険
協

会
の

予
算

総
則

は
次

の
とお

りと
す

る
。
 

 
（

１
）

収
入

支
出

予
算

 
全

国
健

康
保

険
協

会
の

令
和

７
事

業
年

度
の

収
入

及
び

支
出

は
「収

入
支

出
予

算
」

に
掲

げ
る

とお
りと

す
る

。
 

 
（

２
）

債
務

負
担

行
為

 
全

国
健

康
保

険
協

会
の

財
務

及
び

会
計

に
関

す
る

省
令

（
以

下
「省

令
」と

い
う
。
）

第
８

条
に

よ
り
債

務
を

負
担

す
る

行
為

を
す

る
こ

とが
で

き
る

も
の

は
、
次

の
とお

りと
す

る
。
 

   
（

３
）

流
用

等
の

制
限

 
流

用
等

の
際

の
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

の
対

象
と
な

る
経

費
とし

て
省

令
第

９
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

指
定

す
る

経
費

は
、
業

務
経

費
及

び
一

般
管

理
費

と
す

る
。
 

な
お

、
健

康
保

険
勘

定
と
船

員
保

険
勘

定
間

に
お

け
る

流
用

は
行

う
こ

とが
で

き
な

い
も

の
と
す

る
。
 

 （
４

）
繰

越
制

限
 

翌
事

業
年

度
へ

の
繰

越
の

際
の

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
の

対
象

と
な

る
経

費
と
し

て
省

令
第

１
０

条
第

1
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

基
づ

き
指

定
す

る
経

費
は

、
人

件
費

及
び

福
利

厚
生

費
とす

る
。
 

  

事
 項

 
限

度
額

(百
万

円
) 

年
 限

 
理

 由
 

シ
ス

テ
ム

経
費

 
27

,2
85

 
令

和
７

年
度

以
降

 
４

か
年

度
以

内
 

複
数

年
度

に
わ

た
る

契
約

等
を

締
結

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
 

賃
貸

借
経

費
 

9,
02

0 
令

和
７

年
度

以
降

６
か

年
度

以
内

 
複

数
年

度
に

わ
た

る
賃

貸
借

契
約

を
締

結
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

 

事
務

機
器

等
リー

ス
経

費
 

14
0 

令
和

７
年

度
以

降
６

か
年

度
以

内
 

複
数

年
度

に
わ

た
る

リー
ス

契
約

を
締

結
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

 

業
務

委
託

経
費

 
63

,3
21

 
令

和
７

年
度

以
降

 
６

か
年

度
以

内
 

複
数

年
度

に
わ

た
る

業
務

委
託

契
約

を
締

結
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

 

保
険

契
約

に
係

る
経

費
 

5 
令

和
７

年
度

以
降

 
３

か
年

度
以

内
 

複
数

年
度

に
わ

た
る

保
険

契
約

を
締

結
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

 

予
算

 

 
  ２

．
収

入
支

出
予

算
（

令
和

７
年

4
月

1
日

～
令

和
８

年
3

月
3

1
日

）
 

  

【健
康

保
険

勘
定

】 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（

単
位

:
百

万
円

）
 

区
 
 
 
 

別
 

予
算

額
 

 収
入

 
 

 
保

険
料

等
交

付
金

 
 

任
意

継
続

被
保

険
者

保
険

料
 

 
国

庫
補

助
金

 
 

国
庫

負
担

金
 

 
貸

付
返

済
金

収
入

 
 

運
用

収
入

 
 

短
期

借
入

金
 

 
寄

付
金

 
 

雑
収

入
 

 
 

 
 

計
 

 

  
12

,2
12

,9
20

 
64

,1
64

 
1,

19
0,

69
2 

4,
24

0 
71

 
5,

36
7 - - 

16
,0

95
  

13
,4

93
,5

49
 

 
 

 
支

出
 

 
 

保
険

給
付

費
 

 
拠

出
金

等
 

 
前

期
高

齢
者

納
付

金
 

後
期

高
齢

者
支

援
金

 
病

床
転

換
支

援
金

 
介

護
納

付
金

 
 

業
務

経
費

 
 

保
険

給
付

等
業

務
経

費
 

レ
セ

プ
ト

業
務

経
費

 
企

画
・サ

ー
ビ

ス
向

上
関

係
経

費
 

保
健

事
業

経
費

 
福

祉
事

業
経

費
 

一
般

管
理

費
 

 
人

件
費

 
福

利
厚

生
費

 
一

般
事

務
経

費
 

貸
付

金
 

 
借

入
金

償
還

金
  

雑
支

出
 

 
予

備
費

 
 

累
積

収
支

へ
の

繰
入

 
 

翌
年

度
繰

越
 

 
 

 
 

計
 

 

  
7,

39
3,

75
9 

3,
76

9,
00

9 
1,

28
5,

94
3 

2,
48

3,
06

5 1 
1,

09
6,

10
0 

23
8,

72
8 

21
,4

70
 

6,
22

5 
8,

06
5 

20
2,

96
8 1 

98
,2

69
 

19
,7

03
 

92
 

78
,4

73
 

71
 - 

2,
74

5 - 
89

4,
86

7 -  
13

,4
93

,5
49

 

（
注

）
計

数
は

四
捨

五
入

の
た

め
、
一

部
、
一

致
し

な
い

こ
とが

あ
る

。
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